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等
置
8
定
置
伊
吉
富
除
け
抒
か
 
 

篇
喪
希
望
常
辞
 
 

篇
諌
董
営
巣
辞
藤
田
 
 

止
汀
諦
観
芦
露
背
沖
重
曹
抄
園
誤
認
 
 

（
此
坤
㊦
溺
－
択
）
 
 





E
港
‥
（
エ
苫
武
田
認
細
部
 
「
辞
漆
坤
海
外
怜
」
 
（
覇
逆
転
）
準
∽
0
0
蹄
（
軍
営
食
道
〓
辱
雷
忠
義
垣
）
 
 

（
N
）
 
外
郭
鵡
世
襲
知
 
「
空
豊
富
義
歯
寧
意
義
買
岳
ヰ
璧
監
芸
遍
－
冠
営
淫
倒
－
加
盟
」
 
 
 



第
二
條
 
北
海
道
水
産
税
ヲ
徴
収
 
 
 

ス
ヘ
キ
水
産
物
ハ
左
ノ
種
類
ト
 
 
 

ス
 
 

第
一
候
 
北
海
道
水
産
税
ハ
水
産
 
 
 

物
ノ
償
格
百
分
ノ
五
ヲ
以
テ
定
 
 
 

率
ト
シ
水
産
物
採
取
又
ハ
製
造
 
 
 

営
業
人
ヨ
リ
其
税
金
ヲ
徴
収
ス
 
 

蓑
9
 
北
海
道
水
産
税
則
の
候
文
の
変
遷
 
 

（
出
典
：
法
規
分
析
大
全
、
元
老
院
会
議
筆
記
）
 
 

第
三
條
 
本
税
則
二
於
テ
水
産
物
 
 
 

卜
云
フ
ハ
左
ノ
種
類
ト
ス
 
 

第
二
候
 
北
海
道
水
産
物
営
業
人
 
 
 

組
合
ノ
区
画
ハ
北
海
道
應
長
官
 
 
 

之
ヲ
定
ム
 
 

第
一
條
 
北
海
道
水
産
税
ハ
水
産
 
 
 

物
ノ
贋
格
百
分
ノ
五
ヲ
以
テ
一
 
 
 

年
ノ
定
率
ト
シ
共
営
業
入
組
合
 
 
 

二
賦
課
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
 
 

第
一
便
 
北
海
道
水
産
物
営
業
人
ハ
 
 
 

此
税
別
二
壕
り
水
産
税
ヲ
納
ム
ヘ
 
 
 

シ
 
 

第
二
條
 
北
海
道
庶
長
官
ハ
水
産
税
 
 
 

ヲ
徴
収
ス
ル
為
メ
水
産
物
営
業
人
 
 
 

ノ
組
合
ヲ
定
ム
ヘ
シ
 
 

第
三
候
 
水
産
税
ハ
水
産
物
営
業
人
 
 
 

各
組
合
二
於
テ
採
取
又
ハ
製
造
シ
 
 

額
 
 
 

タ
ル
水
産
物
償
格
百
分
ノ
五
ヲ
以
 
 

仁
∴
＝
．
．
・
†
∵
 
 
 

テ
二
年
ノ
定
率
卜
為
シ
之
ヲ
組
 
 

0
 
 
0
 
 

賦
課
 
 
 

合
中
ノ
各
営
業
人
二
配
酋
シ
テ
徴
 
 
 

収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
 
 

第
四
候
 
此
税
則
二
於
テ
水
産
物
ト
 
 

ト
十
∴
∴
∵
 
∵
 
 

云
フ
ハ
左
ア
掛
掛
ト
か
 
 

内
閣
及
び
元
老
院
 
 

（
明
治
二
十
年
三
月
 
 

一
八
日
～
三
月
二
四
 
 

日
）
で
の
修
正
 
 

第
四
條
 
此
税
別
：
於
テ
水
産
物
ト
 
 
 

ハ
左
ノ
種
類
ヲ
云
フ
 
 

第
一
類
 
 
 

第
一
條
 
北
海
道
水
産
物
営
業
人
ハ
 
 
 

此
税
別
二
従
ヒ
水
産
税
ヲ
納
ム
ヘ
 
 
 

シ
 
 

第
二
候
 
北
海
道
靡
長
官
ハ
水
産
税
 
 
 

ヲ
徴
収
ス
ル
為
メ
水
産
物
営
業
人
 
 
 

ノ
組
合
ヲ
定
ム
ヘ
シ
 
 

第
三
候
 
水
産
税
ハ
各
組
合
水
産
物
 
 
 

産
出
高
債
額
百
分
ノ
五
ヲ
以
テ
其
 
 
 

組
合
一
箇
年
ノ
税
額
卜
為
シ
之
ヲ
 
 
 

各
営
業
人
二
賦
課
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
 
 

法
制
局
明
治
二
十
年
 
 

北
海
道
 
三
月
二
五
日
 
 

水
産
税
別
 
公
布
明
治
二
十
年
三
 
 

月
二
八
日
 
 



魚
粕
 
生
飯
 
乾
身
鉄
鰊
 
 

乾
ニ
ッ
割
鰊
 
鰊
締
粕
 
生
鮭
 
 

生
餌
 
塩
鯛
 
生
鮨
 
乾
鱈
 
 

生
餌
 
塩
鮨
 
乾
鮨
 
乾
飽
 
 

昆
布
 
乾
河
豚
 
煎
海
鼠
 
乾
 
 

牡
蠣
 
細
布
 
海
馬
 
 

乾
胴
鰊
 
乾
脊
割
鰊
 
乾
外
割
 
 

鰊
 
塩
鮭
 
生
鱒
▲
 
塩
鱒
 
塩
 
 

鮪
 
塵
應
 
塩
優
 
生
餓
 
乾
 
 

糀
 
塩
旅
 
鮪
 
海
扇
只
 
乾
 
 

漆
扇
 
布
海
苔
 
若
布
 
銀
杏
 
 

草
 
 

第
四
億
 
本
税
則
二
於
テ
水
産
物
 
 
 

営
業
人
ト
ハ
水
産
物
ノ
採
取
人
 
 
 

又
ハ
水
産
物
ヲ
以
テ
製
造
品
卜
 
 
 

為
ス
老
ヲ
云
フ
 
 

魚
粕
 
生
鮫
 
乾
身
敏
鰊
 
 

乾
ニ
ッ
割
鯨
 
飲
鮪
粕
 
生
鮭
 
 

塩
鯛
 
生
鮪
 
乾
鱈
 
生
鮨
 
 

乾
鮨
 
乾
飽
 
乾
河
豚
 
煎
海
 
 

鼠
 
乾
牡
蠣
 
昆
布
 
細
布
 
 

海
馬
 
 

乾
鯛
飯
 
乾
脊
割
鰊
 
乾
外
割
 
 

鰊
 
塩
鮭
 
生
鱒
 
塩
鱒
 
塩
 
 

鮪
 
生
鱈
 
塩
鱈
 
乾
糀
 
生
 
 

鮮
 
塩
鮪
 
鮪
 
海
霜
月
 
乾
 
 

海
扇
 
布
海
苔
 
若
布
 
銀
杏
 
 

草
 
 

第
五
億
 
此
税
則
二
於
テ
水
産
物
営
 
 
 

業
人
ト
ハ
水
産
物
ノ
採
取
人
又
ハ
 
 
 

水
産
物
ヲ
以
テ
製
造
品
卜
為
ス
者
 
 
 

ヲ
云
フ
 
 

魚
粕
 
生
倣
 
乾
身
放
線
 
乾
胴
 
 

鰊
 
乾
脊
割
鮫
 
乾
外
割
鰊
 
乾
 
 

ニ
ッ
割
飯
 
館
締
粕
 
生
鮭
 
塩
 
 

鮭
 
生
繰
 
塩
終
 
生
術
 
塩
鰯
 
 

生
鮪
 
塩
鮪
 
生
歴
 
塩
短
 
乾
 
 

鱈
 
生
鮨
 
乾
鮨
 
乾
糀
 
生
鮮
 
 

塩
純
 
乾
飽
㌧
乾
河
豚
 
煎
海
鼠
 
 

鯖
 
海
扇
貝
 
乾
海
扇
 
乾
牡
蠣
 
 

昆
布
 
細
布
 
布
海
苔
 
若
布
 

銀
香
草
．
海
馬
 
 

第
五
候
 
此
税
則
二
於
テ
水
産
物
営
 
 
 

業
人
ト
ハ
第
四
億
第
一
輝
ノ
水
産
 
 
 

物
ヲ
採
取
ス
ル
者
又
ハ
原
品
二
労
 
 
 

力
ヲ
加
へ
テ
第
四
億
第
二
類
ノ
水
 
 
 

産
物
卜
為
ス
者
ヲ
云
フ
 
 
 

一
五
四
 
 

法
制
局
明
治
二
十
年
 
 

北
海
道
 
三
月
二
五
日
 
 

水
産
税
別
 
公
布
明
治
二
十
年
三
 
 

月
二
八
日
 
 

‥
十
 
 

酎
鰯
 
 

ホ
シ
ア
ハ
ビ
 
乾
飽
 
 

ホ
 
ク
 
テ
カ
ヒ
 
 

海
扇
穀
 
 

コ
ン
プ
 
 

昆
布
 
 

ギ
ン
ナ
ン
ソ
ウ
 
銀
香
草
 
 

ナ
マ
ニ
シ
ン
 
ナ
マ
サ
ケ
 
 
ナ
マ
マ
ス
 
 
ナ
マ
ナ
リ
 
生
族
 
生
鮭
 
生
終
 
生
鯛
 
 

ナ
マ
シ
ビ
 
 
ナ
マ
タ
ラ
 
 
ナ
マ
カ
ス
ペ
 
ナ
マ
ホ
ッ
ケ
 
生
鮪
 
生
鱈
 
生
鮨
 
生
鮪
 
 
 

ト
 
 
ド
 
 

海
馬
 
 

第
二
額
 
 

ウ
ヲ
カ
ス
 
 
ホ
シ
ミ
 
カ
キ
ニ
シ
ン
 
ホ
シ
ド
ゥ
ニ
シ
ン
 
魚
粕
 
乾
身
欠
鰊
 
乾
胴
鰊
 
 

ホ
シ
セ
 
ワ
リ
ニ
シ
ン
 
ホ
シ
ホ
カ
ワ
リ
ニ
シ
ン
 
乾
脊
割
鰊
 
乾
外
割
傲
 
 

ホ
シ
フ
ク
ツ
 
ワ
リ
ニ
シ
ン
 
カ
ズ
ノ
コ
カ
ス
 
 
シ
ホ
サ
ケ
 
乾
ニ
ッ
割
鰊
 
錬
締
粕
 
塩
鮭
 
 

シ
ホ
プ
リ
 
 
シ
ホ
シ
ビ
 
 
シ
ホ
タ
ラ
 
塩
鮒
 
塩
鮪
 
塩
應
 
 

ホ
シ
カ
ス
ベ
 
ホ
シ
ホ
ッ
ケ
 
シ
ー
岬
ホ
ッ
ケ
 
乾
鮨
 
乾
糀
 
塩
飽
 
 

ホ
シ
フ
 
グ
 
 
 
イ
 
リ
 
⊃
 
 
 
ス
ル
メ
 
塩
海
豚
 
煎
海
鼠
 
錫
 
 

ホ
シ
ホ
タ
テ
 
 
ホ
シ
カ
 
キ
 
 
 

乾
海
扇
 
乾
牡
蠣
 
 

ホ
ソ
メ
 
 
 
 
7
 
ノ
 
リ
 
 
 
 
ワ
カ
メ
 
 

細
布
 
布
海
苔
 
若
布
 
 



第
三
條
 
水
産
税
ハ
明
治
十
五
年
 
 
 

ヨ
リ
明
治
十
七
年
迄
三
箇
年
間
 
 
 

水
産
物
採
取
高
又
ハ
製
造
高
ヲ
 
 
 

平
均
シ
其
三
箇
年
平
均
相
庭
ヲ
 
 
 

以
テ
税
額
ヲ
定
ム
但
明
治
二
十
 
 
 

年
ヨ
リ
三
箇
年
以
上
ヲ
経
過
シ
 
 
 

其
平
均
ノ
採
取
高
又
ハ
製
造
高
 
 
 

及
平
均
相
庭
ノ
不
相
当
卜
認
ル
 
 
 

ト
キ
ハ
之
ヲ
改
正
ス
ル
コ
ト
ア
 
 
 

ル
ヘ
シ
 
 

第
五
條
 
水
産
税
ハ
明
治
十
五
年
 
 
 

ヨ
リ
同
十
七
年
迄
三
箇
年
間
二
 
 
 

係
ル
水
産
物
採
取
高
又
ハ
製
造
 
 
 

高
ヲ
平
均
シ
其
三
箇
年
間
北
海
 
 
 

道
二
於
テ
該
税
品
排
下
ヲ
為
シ
 
 
 

タ
ル
代
償
ヲ
平
均
シ
テ
其
組
合
 
 
 

ノ
税
額
ヲ
定
ム
但
明
治
二
十
年
 
 
 

以
後
三
箇
年
以
上
ヲ
経
過
シ
大
 
 
 

蔵
大
臣
二
於
テ
全
部
又
ハ
英
美
 
 
 

分
二
就
キ
既
定
ノ
税
額
不
相
当
 
 
 

ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
更
二
既
 
 
 

往
三
箇
年
間
ノ
採
取
又
ハ
製
造
 
 
 

高
井
其
売
買
相
場
ヲ
平
均
シ
テ
 
 
 

之
ヲ
改
正
ス
ヘ
シ
 
 

年
以
上
ヲ
経
過
シ
大
蔵
大
臣
二
於
 
 
 

束
産
物
 
 

炬
掛
卦
ハ
一
 
 
 

テ
一
男
其
幾
分
二
笥
園
 
 

「
．
・
∵
「
 
 ・

‥
 
、
 
 

定
ノ
税
額
不
相
当
ア
リ
ト
認
ム
ル
 
 

ト
キ
ハ
更
二
既
往
三
箇
年
間
ノ
採
 
 

取
高
又
ハ
製
造
高
井
其
売
買
相
場
 
 

ヲ
平
均
シ
テ
之
ヲ
改
正
ス
ヘ
シ
 
 

水
産
掛
訂
牒
十
五
年
り
品
十
 
 

「
」
 
 

七
年
マ
テ
三
箇
年
間
：
係
ル
水
産
 
 

物
採
取
高
又
ハ
製
造
高
ヲ
平
均
シ
 
 

其
三
箇
年
間
北
海
道
二
於
テ
該
税
 
 

品
排
下
ヲ
為
シ
タ
ル
代
償
ヲ
平
均
 
 
 

．
ト
十
・
∴
 
シ
 

テ
貢
組
合
ノ
税
額
ヲ
 
 

額
（
注
1
）
 
 

但
明
治
二
十
年
以
彼
三
箇
 
 

第
六
億
 
水
産
税
ハ
明
治
十
五
年
ヨ
 
 
 

リ
同
十
七
年
マ
テ
三
箇
年
間
水
産
 
 
 

物
産
出
高
ヲ
平
均
シ
其
三
箇
年
間
 
 
 

北
海
道
二
於
テ
該
税
晶
排
下
ヲ
為
 
 
 

シ
タ
ル
代
償
ヲ
平
均
シ
テ
債
額
ヲ
 
 
 

定
メ
其
組
合
ノ
税
額
ヲ
算
出
ス
ル
 
 
 

モ
ノ
ト
ス
但
明
治
二
十
年
以
後
三
 
 
 

箇
年
以
上
ヲ
経
過
シ
大
蔵
大
臣
二
 
 
 

於
テ
北
海
道
ノ
全
部
又
ハ
其
幾
分
 
 
 

二
就
キ
水
産
物
既
定
ノ
償
額
不
相
 
 
 

嘗
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
更
二
既
 
 
 

往
三
箇
年
間
ノ
産
出
高
井
其
売
買
 
 
 

相
場
ヲ
平
均
シ
テ
之
ヲ
改
正
ス
ヘ
 
 
 

シ
 
 
 



第
四
億
 
水
産
物
採
取
又
ハ
製
造
 
 
 

ノ
営
業
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ
水
産
物
 
 
 

営
業
組
合
二
加
入
シ
起
業
以
前
 
 
 

其
組
合
収
税
委
員
二
届
出
へ
シ
 
 
 

但
廃
業
モ
亦
本
文
二
同
シ
 
 

第
九
候
 
未
製
造
ノ
水
産
物
ヲ
製
 
 
 

造
品
卜
為
ス
ト
キ
ハ
其
製
造
品
 
 
 

二
就
キ
又
無
税
品
二
製
造
ス
ル
 
 
 

ト
キ
ハ
其
宋
製
造
品
二
就
キ
テ
 
 
 

課
税
ス
ヘ
シ
 
 

第
六
候
 
水
産
物
ノ
営
業
ヲ
為
サ
 
 
 

ン
ト
ス
ル
者
ハ
水
産
物
営
業
人
 
 
 

ノ
組
合
二
加
入
ス
ヘ
シ
 
 

第
七
億
 
北
海
道
應
長
官
ハ
水
産
 
 
 

物
営
罪
人
組
合
中
二
収
税
委
員
 
 
 

ヲ
置
キ
其
組
合
二
係
ル
収
税
ノ
 
 
 

コ
ト
ヲ
据
理
セ
シ
ム
 
 

第
八
候
 
収
税
委
員
ハ
毎
年
水
産
 
 
 

物
営
業
人
ノ
水
産
税
賦
課
額
ニ
 
 

〔
注
．
1
 
第
二
次
修
正
で
削
除
〕
 
 
 

〔
注
2
 
第
二
次
修
正
で
追
加
〕
 
 

第
七
候
 
末
製
造
ノ
水
産
物
ヲ
製
造
 
 
 

品
卜
為
ス
ト
キ
ハ
其
製
造
品
二
就
 
 
 

キ
又
無
税
品
二
製
造
ス
ル
ト
キ
ハ
 
 
 

其
未
製
造
品
二
就
キ
課
税
ス
ヘ
シ
 
 

第
八
億
 
水
産
物
ノ
営
業
ヲ
為
サ
ン
 
 
 

ト
ス
ル
者
ハ
水
産
物
営
業
人
ノ
組
 
 
 

合
二
加
入
ス
ヘ
シ
 
 

第
九
候
 
北
海
道
庶
長
官
ハ
水
産
物
 
 
 

卜
 
 
 

営
業
人
一
組
合
中
二
収
税
委
員
ヲ
 
 
 

置
キ
其
組
合
二
係
ル
収
税
／
事
ヲ
 
 
 

据
理
セ
シ
ム
但
収
税
委
員
二
関
ス
 
 
 

ル
費
用
ハ
其
組
合
ノ
負
塘
ト
ス
 
 

第
十
條
 
収
税
委
員
ハ
水
産
 
 

（
明
治
二
十
年
一
 
 

一
八
日
～
三
月
一
 
 

日
）
 
で
の
修
正
 
 

第
七
億
 
第
四
條
第
一
輝
ノ
水
産
物
 
 
 

ヲ
以
テ
第
二
類
ノ
水
産
物
卜
為
ス
 
 
 

ト
キ
ハ
第
二
類
ノ
水
産
物
二
就
キ
 
 
 

課
税
ス
 
 

第
八
億
 
水
産
物
営
業
人
ト
ナ
ラ
ン
 
 
 

ト
ス
ル
者
ハ
水
産
物
営
業
人
ノ
組
 
 
 

合
二
加
入
ス
ヘ
シ
 
 

第
九
候
 
北
海
道
庶
長
官
ハ
水
産
物
 
 
 

営
業
人
各
組
合
中
二
収
税
委
員
ヲ
 
 
 

置
キ
其
組
合
二
係
ル
収
税
ノ
事
ヲ
 
 
 

塘
理
セ
シ
ム
但
収
税
委
員
二
関
ス
 
 
 

ル
費
用
ハ
其
組
合
ノ
負
澹
ト
ス
 
 

第
十
傑
 
収
税
委
員
ハ
水
産
物
営
業
 
 
 

人
組
合
会
ヲ
開
キ
組
合
ノ
税
額
ニ
 
 
 

法
制
局
明
治
二
十
年
 
 

北
海
道
 
三
月
二
五
日
 
 

水
産
税
別
 
公
布
明
治
二
十
年
三
 
 

月
二
八
日
 
 



第
六
候
 
収
税
委
員
ハ
其
組
合
水
 
 
 

産
物
採
取
又
ハ
製
造
営
業
人
二
 
 
 

水
産
税
不
納
者
ア
ル
ト
キ
ハ
戸
 
 
 

長
ヲ
経
由
シ
テ
郡
底
長
二
届
出
 
 
 

へ
シ
 
 

第
五
億
 
収
税
委
員
ハ
郡
置
長
ノ
 
 
 

徴
税
令
書
二
従
ヒ
其
組
合
水
産
 
 
 

物
採
取
又
ハ
製
造
営
業
人
ヨ
リ
 
 
 

水
産
税
ヲ
徴
収
シ
戸
長
役
場
二
 
 
 

納
付
ス
ヘ
シ
 
 

封
シ
各
自
ノ
負
塘
ス
ヘ
キ
税
金
 
 

ヲ
評
決
セ
シ
メ
郡
区
長
ノ
認
可
 
 

ヲ
経
テ
乏
ヲ
定
ム
但
営
業
人
ノ
 
 

組
合
会
期
其
他
本
懐
二
関
ス
ル
 
 

手
続
キ
ハ
北
海
道
應
長
官
之
ヲ
 
 

定
ム
 
 

ヲ
開
キ
啓
白
ノ
負
塘
ス
ヘ
キ
税
 
 
 

金
ヲ
評
決
セ
シ
メ
郡
区
長
ノ
認
可
 
 
 

ヲ
経
テ
之
ヲ
定
ム
但
営
業
人
ノ
組
 
 
 

合
会
期
其
他
本
健
二
関
ス
ル
手
続
 
 
 

ハ
北
海
道
應
長
官
之
ヲ
定
ム
 
 

「
川
 
 

㈲
∴
 
 
 

筋
十
一
條
 
水
産
税
ハ
営
業
人
各
乱
 
 

」
 
 

掛
掛
釦
と
 
 
 

其
納
期
二
従
ヒ
一
利
句
嘲
組
委
員
 
 
 

二
納
ム
ヘ
シ
 
 

か
一
 
 
 

収
税
委
員
ハ
画
業
人
各
自
ノ
税
 
 
 

金
ヲ
徴
収
シ
之
ヲ
郡
区
役
所
二
納
 
 
 

ム
ヘ
シ
其
怠
納
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
 
 
 

ハ
之
ヲ
郡
霞
長
二
届
出
へ
シ
 
 

課
額
二
対
シ
ー
営
業
人
ノ
組
合
会
 
 

掛
か
ハ
掛
掛
蒜
と
 
 

第
十
一
億
 
水
産
物
営
業
人
ハ
納
期
 
 
 

二
従
ヒ
其
税
金
ヲ
組
合
収
税
委
員
 
 
 

二
納
ム
ヘ
シ
 
 
 

収
税
委
員
ハ
各
営
業
人
ノ
税
金
ヲ
 
 
 

徴
収
シ
乏
ヲ
国
庫
金
出
納
所
二
納
 
 
 

ム
ヘ
シ
 
 
 

怠
納
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
郡
 
 
 

匠
長
二
届
出
へ
シ
 
 
 

対
シ
各
自
ノ
負
揖
ス
ヘ
キ
税
金
ヲ
 
 

評
決
セ
シ
メ
郡
庶
長
ノ
認
可
ヲ
経
 
 

テ
之
ヲ
定
ム
但
営
業
人
ノ
粗
食
会
 
 

期
其
他
本
條
二
関
ス
ル
手
続
ハ
北
 
 

海
道
應
長
官
之
ヲ
定
ム
 
 



第
七
候
 
郡
層
長
ハ
前
傾
ノ
届
出
 
 
 

ア
ル
ト
キ
其
不
納
者
ノ
営
業
ヲ
 
 
 

停
止
シ
先
ツ
現
在
ス
ル
水
産
物
 
 
 

ヲ
公
賓
シ
猶
不
足
ナ
ル
ト
キ
ハ
 
 
 

営
業
二
使
用
ス
ル
水
産
物
採
取
 
 
 

井
製
造
ノ
器
具
船
舶
膚
物
海
産
 
 
 

干
場
ヲ
公
賓
シ
テ
徴
収
ス
ヘ
シ
 
 
 

但
公
賓
方
ハ
明
治
十
年
第
七
十
 
 
 

九
條
公
布
二
拠
ル
 
 

第
九
條
 
第
四
億
本
文
二
違
背
シ
 
 
 

タ
ル
老
ハ
ニ
圃
以
上
二
十
圃
以
 
 
 

下
ノ
罰
金
二
虞
シ
採
取
又
ハ
製
 
 
 

造
シ
タ
ル
水
産
物
ハ
之
ヲ
没
収
 
 
 

ス
既
二
売
捌
キ
ク
ル
モ
ノ
ハ
其
 
 
 

代
償
ヲ
追
徴
ス
 
 

第
十
條
 
此
税
法
ヲ
犯
シ
罰
金
二
 
 
 

庭
ス
ル
者
ハ
刑
法
ノ
不
論
罪
及
 
 
 

ヒ
減
軽
加
重
敬
罪
数
発
ノ
例
ヲ
 
 
 

用
ヒ
ス
 
 

皿
雛
泥
潮
淵
謀
議
 
 

第
十
一
條
 
水
産
税
ヲ
怠
納
ス
ル
 
 
 

者
ハ
共
営
業
ヲ
停
止
シ
先
ツ
其
 
 
 

現
在
ス
ル
水
産
物
ヲ
公
費
シ
偽
 
 
 

ホ
営
業
二
使
用
ス
ル
器
具
船
舶
 
 
 

建
物
及
海
産
乾
場
ヲ
公
賓
ス
ル
 
 
 

コ
ト
ヲ
得
但
公
貿
二
関
シ
テ
ハ
 
 
 

明
治
十
年
第
七
十
九
号
布
告
ヲ
 
 
 

適
用
ス
 
 
 

第
十
二
條
 
算
入
候
ノ
組
合
二
加
 
 
 

入
セ
ス
シ
テ
水
産
物
ノ
営
業
ヲ
 
 
 

為
シ
タ
ル
者
ハ
二
圃
以
上
二
十
 
 
 

圃
以
下
ノ
罰
金
二
虞
シ
其
水
産
 
 
 

物
ヲ
没
収
ス
既
二
売
捌
キ
ク
ル
 
 
 

者
ハ
其
代
償
ヲ
追
徴
ス
 
 

第
十
三
條
 
此
税
則
ヲ
犯
シ
タ
ル
 
 
 

者
ハ
刑
法
ノ
不
論
罪
及
減
軽
再
 
 
 

犯
加
重
数
罪
供
発
ノ
例
ヲ
用
ヒ
 
 
 

ス
 
 

水
産
税
則
 
 

恍
誌
臨
眺
湖
コ
 
大
蔵
省
 
一
七
日
 
 
 

∴
■
 
 

竿
二
 
 
 

キ
ハ
郡
店
長
ハ
其
怠
納
者
ノ
営
業
 
 
 

ヲ
停
止
シ
先
ツ
其
水
産
物
ヲ
公
費
 
 
 

シ
偽
ホ
営
業
二
使
用
ス
ル
器
具
、
 
 
 

船
舶
、
建
物
及
海
産
乾
場
ヲ
公
貿
 
 
 

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
公
賓
二
関
シ
テ
 
 
 

ハ
明
治
十
年
第
七
十
九
号
布
告
ヲ
 
 
 

適
用
ス
 
 

第
十
三
候
 
第
八
條
ノ
組
合
二
加
入
 
 
 

セ
ス
シ
テ
水
産
物
ノ
営
業
ヲ
為
シ
 
 
 

タ
ル
者
ハ
弐
園
以
上
弐
拾
図
以
下
 
 
 

ノ
罰
金
二
虞
シ
其
水
産
物
ヲ
没
収
 
 

0
 
 
0
 
 

モ
ノ
 
 
 

ス
既
：
売
捌
キ
ク
ル
老
ハ
其
代
償
 
 
 

ヲ
退
散
ス
 
 

第
十
四
億
 
此
税
則
ヲ
犯
シ
タ
ル
 
 

石
 
 
畳
 
ハ
刑
法
ノ
不
論
罪
及
減
軽
再
 
 
 

犯
加
重
数
供
発
ノ
例
ヲ
用
ヒ
ス
 
 

水北  

恵海   

則道   

日一（円  

）入明閣  

で日給及  
の～二び  
修三十元  
正月年老   

二三院   
四月  

第
十
二
億
 
郡
区
長
ハ
前
條
ノ
届
出
 
 
 

ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
怠
納
者
ノ
営
 
 
 

業
ヲ
停
止
シ
先
ツ
其
水
産
物
ヲ
公
 
 
 

費
シ
偽
ホ
営
業
二
使
用
ス
ル
器
 
 
 

具
、
船
舶
、
建
物
及
海
産
乾
場
ヲ
 
 
 

公
費
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
公
費
二
関
 
 
 

シ
テ
ハ
明
治
十
年
第
七
十
九
号
布
 
 
 

告
ヲ
適
用
ス
 
 
 

第
十
三
候
 
算
入
候
ノ
組
合
二
加
入
 
 
 

セ
ス
シ
テ
水
産
物
ノ
営
業
ヲ
為
シ
 
 
 

タ
ル
老
ハ
弐
圃
以
上
弐
拾
圃
以
下
 
 
 

ノ
罰
金
二
虞
シ
其
水
産
物
ヲ
没
収
 
 
 

ス
既
三
冗
捌
キ
ク
ル
モ
ノ
ハ
其
代
 
 
 

金
ヲ
追
徴
ス
 
 

第
十
四
候
 
此
税
則
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
 
 

ニ
ハ
刑
法
ノ
不
論
罪
及
減
軽
再
犯
 
 
 

加
重
数
罪
倶
発
ノ
例
ヲ
用
ヒ
ス
 
 
 



第
八
億
 
水
産
税
ノ
納
期
及
ヒ
此
 
 
 

税
法
施
行
二
関
ス
ル
細
則
ハ
大
 
 
 

蔵
大
臣
之
ヲ
走
ム
 
 

附
則
 
 

第
十
一
億
 
水
産
物
採
取
高
又
ハ
 
 
 

製
造
高
分
明
ナ
ラ
ス
シ
テ
第
三
 
 
 

健
二
接
り
難
キ
モ
ノ
ハ
当
分
現
 
 
 

収
狂
高
又
ハ
製
造
高
二
依
り
明
 
 
 

治
十
五
年
ヨ
リ
明
治
十
七
年
迄
 
 
 

三
箇
年
平
均
相
庭
ヲ
以
テ
税
額
 
 
 

ヲ
定
ム
 
 

第
十
億
 
水
産
物
ノ
納
期
及
本
税
 
 
 

則
施
行
二
関
ス
ル
細
則
ハ
大
蔵
 
 
 

大
臣
之
ヲ
定
ム
 
 

附
則
 
 

第
十
四
條
 
従
前
現
品
定
税
ヲ
徴
 
 
 

収
シ
又
ハ
現
品
税
ヲ
徴
収
セ
ス
 
 
 

若
ク
ハ
無
税
ニ
シ
テ
明
治
十
五
 
 
 

年
ヨ
リ
同
十
七
年
迄
其
採
取
高
 
 
 

又
ハ
製
造
高
分
明
ナ
ラ
ス
税
額
 
 
 

ヲ
組
合
二
賦
課
シ
難
キ
モ
ノ
ハ
 
 
 

当
分
営
業
者
各
自
ノ
現
採
取
又
 
 
 

ハ
親
製
造
高
二
依
り
税
金
ヲ
徴
 
 
 

収
ス
ヘ
シ
但
組
合
二
十
年
以
後
 
 
 

三
箇
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
上
ハ
大
 
 
 

蔵
大
臣
二
於
テ
本
税
則
二
竣
り
 
 
 

組
合
二
賦
課
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
 
 
 

シ
 
 

第
十
五
候
 
水
産
税
ノ
納
期
及
此
税
 
 
 

則
施
行
二
関
ス
ル
細
則
ハ
大
蔵
大
 
 
 

臣
之
ヲ
定
ム
 
 

附
則
 
 

第
十
六
億
 
従
前
現
品
定
税
ヲ
徴
収
 
 
 

シ
又
ハ
現
品
税
ヲ
徴
収
セ
ス
若
ク
 
 

十
年
以
後
三
箇
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
 
 

製
造
高
評
カ
ナ
ラ
ス
税
額
ヲ
組
合
 
 

二
二
薗
年
間
ノ
 
 

同
十
七
年
マ
テ
 
 

ハ
無
税
ニ
シ
テ
明
治
十
 
 

ト
シ
テ
 
 

引
威
風
ス
ヘ
シ
但
明
治
二
 
 
 

其
採
取
高
又
ハ
 
 

五
年
ヨ
リ
 
 

第
十
五
條
 
水
産
税
ノ
納
期
及
此
税
 
 
 

別
施
行
二
閑
ス
ル
細
則
ハ
大
蔵
大
 
 
 

臣
之
ヲ
定
ム
 
 

附
則
 
 

第
十
六
候
 
従
前
現
品
定
税
ヲ
徴
収
 
 
 

シ
又
ハ
現
品
税
ヲ
徴
収
セ
ス
若
ク
 
 
 

ハ
無
税
ニ
シ
テ
明
治
十
五
年
ヨ
リ
 
 
 

伺
十
七
年
マ
テ
三
箇
年
間
ノ
産
出
 
 
 

高
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
当
分
共
 
 
 

営
業
人
各
自
ノ
現
産
出
高
二
就
キ
 
 
 

第
六
条
ノ
税
品
排
下
平
均
代
償
ヲ
 
 
 

以
テ
債
額
ヲ
走
メ
其
百
分
ノ
五
ヲ
 
 
 

税
金
ト
シ
テ
徴
収
ス
ヘ
シ
但
明
治
 
 
 

二
十
年
以
後
三
箇
年
ヲ
経
過
シ
タ
 
 
 

ル
上
ハ
大
蔵
大
臣
二
於
テ
本
税
則
 
 
 

：
壕
り
改
正
ス
ヘ
シ
 
 
 



水
産
税
法
 
乙
 
 

雄
弾
道
 
剛
 
 

二沿海  
日二道  
上十よ  
申年り   
二」二   
月中  

第
十
五
億
 
第
十
四
億
ノ
営
業
者
 
 
 

二
関
シ
特
二
明
文
ヲ
掲
ケ
サ
ル
 
 
 

モ
ノ
ハ
本
税
則
第
入
條
／
税
金
 
 
 

二
係
ル
事
項
ヲ
除
ク
ノ
外
総
テ
 
 
 

此
税
則
二
従
フ
ヘ
シ
 
 

第
十
六
候
 
第
十
四
條
ノ
営
業
者
 
 

ニ
シ
テ
其
水
産
物
ノ
採
取
又
ハ
 
 
 

製
造
高
ヲ
偽
り
脱
税
ヲ
図
リ
ク
 
 
 

ル
老
ハ
脱
税
高
三
倍
ノ
罰
金
又
 
 
 

ハ
科
料
二
塵
シ
其
現
在
ス
ル
水
 
 
 

産
物
ヲ
投
ス
既
二
売
捌
キ
ク
ル
 
 
 

モ
ノ
ハ
其
代
償
ヲ
追
徴
ス
 
 

第
十
八
候
 
第
十
六
條
溢
 
 

テ
其
水
産
物
ノ
採
取
 
 

傾
‥
 
 

第
十
七
億
 
第
十
六
億
ノ
営
業
人
二
 
 
 

関
シ
特
二
明
文
ヲ
掲
ケ
サ
ル
モ
ノ
 
 
 

ハ
本
税
則
第
十
傑
ノ
税
金
二
係
ル
 
 
 

事
項
ヲ
除
ク
ノ
外
総
テ
此
税
則
二
 
 
 

従
フ
ヘ
シ
 
 

上
ハ
大
蔵
大
臣
二
於
テ
本
税
則
二
 
 

法
り
改
正
ス
ヘ
シ
 
 

料
二
塵
シ
其
水
産
物
ヲ
没
収
ス
既
 
 

二
売
捌
キ
ク
ル
モ
ノ
ハ
其
代
償
ヲ
 
 

0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 

追
徴
ス
但
自
首
ス
ル
者
ハ
其
税
金
 
 
 

0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
ロ
 
 
○
 
 

ヲ
追
徴
シ
其
罪
ヲ
問
ハ
ス
 
 

r司  

宿  
ノ  
罰  

金  
又  

「
り
．
ル
ー
 
ヲ
囲
リ
ク
ル
者
 
 

の～二び  
修三十元  
正月年老   

二三院   

四月   

ロ
業
人
ニ
シ
 
 
 

高
 
 

又
ハ
製
造
 
 

ハ
科
 
 第

十
七
備
 
前
條
ノ
営
業
人
二
関
シ
 
 
 

特
二
明
文
ヲ
掲
ケ
サ
ル
モ
ノ
第
十
 
 
 

億
ノ
税
金
二
係
ル
事
項
ヲ
除
ク
ノ
 
 
 

外
総
テ
此
税
別
二
従
フ
ヘ
シ
 
 
 

第
十
八
候
 
第
十
六
億
ノ
営
業
人
ニ
 
 
 

シ
テ
其
水
産
物
ノ
産
出
高
ヲ
偽
ソ
 
 
 

連
税
シ
タ
ル
老
ハ
其
速
税
高
三
倍
 
 
 

ノ
罰
金
又
ハ
科
料
二
虞
シ
其
水
産
 
 
 

物
ヲ
没
収
ス
既
二
売
捌
キ
ク
ル
キ
 
 
 

ノ
ハ
其
代
金
ヲ
追
徴
ス
但
自
首
ス
 
 
 

ル
者
ハ
其
税
金
ヲ
追
徴
シ
其
罪
ヲ
 
 
 

問
ハ
ス
 
 
 

水北  

震海   

則道  

月公三法  
二布月制  
入明二局   
日治五明  

治
二
十
年
 
 

日
 
 

二
十
年
三
 
 



第
十
二
億
 
北
海
道
物
産
税
二
関
 
 
 

ス
ル
従
前
ノ
命
令
規
則
ハ
本
法
 
 
 

施
行
ノ
日
雇
り
廃
止
ス
 
 

第
十
三
候
 
本
法
ハ
明
治
二
十
年
 
 
 

四
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
 
 

第
十
七
候
 
北
海
道
物
産
税
二
関
 
 
 

ス
ル
従
前
ノ
命
令
規
則
ハ
此
税
 
 
 

別
施
行
ノ
日
ヨ
リ
廃
止
ス
 
 

第
十
八
條
 
本
税
則
ハ
明
治
二
十
 
 
 

年
四
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
 
 

第
十
九
億
明
治
十
年
吠
第
五
十
六
 
 

月
 
 

号
布
告
同
十
七
年
亡
第
四
号
布
告
 
 

月
 
 

同
年
電
算
十
二
号
布
告
及
従
前
北
 
 

月
 
 
 

海
道
物
産
税
二
閑
ス
ル
命
令
規
則
 
 
 

ハ
此
税
則
施
行
ノ
日
ヨ
リ
廃
止
ス
 
 

第
二
十
傑
 
此
税
則
ハ
明
治
二
十
年
 
 
 

四
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
 
 

第
十
九
條
 
明
治
十
年
第
五
十
六
号
 
 
 

布
告
同
十
七
年
第
四
号
布
告
同
年
 
 
 

第
十
二
号
布
告
及
従
前
北
海
道
物
 
 
 

産
税
：
関
ス
ル
命
令
規
則
此
税
別
 
 
 

施
行
ノ
日
ヨ
リ
廃
止
ス
 
 
 



（16－16）後  （6－10）渡   表
1
0
 
当
初
の
水
産
物
営
業
人
組
合
の
状
況
（
明
治
2
3
年
2
月
）
 
 

○
久
遠
 
 

奥
尻
 
 

○
太
櫓
 
 

○
瀬
棚
 
 

○
牧
 
 

○
寿
都
※
 
 

○
歌
棄
 
 

○
磯
谷
 
 

○
岩
内
※
 
 

○
古
宇
 
 

函
館
※
 
 

○
上
磯
 
 

○
茅
部
 
 

○
松
前
※
 
 
 

桧
山
※
 
 
 

爾
志
 
 

2
3
年
2
月
 
 

収
 
税
 
 

委
員
数
 
 

11 1 1 1 1 1 1 1  11  2 2 2 1  

二分23  
号離・ ） 

（5   
道※   
庁色  合田   

三を  

2
9
・
4
貝
取
間
を
 
分
離
（
道
庁
令
一
 
 

二
号
）
 
 

2
9
・
4
乙
部
熊
石
 
 

に
分
割
 
 

（6－7）石  （4－4）北見  

○
石
狩
※
 
 

○
厚
田
 
 

．
〇
浜
益
 
 

○
増
毛
※
 
 

○
留
萌
※
 
 

○
苫
前
 
 

○
積
丹
 
 

○
美
国
 
 

○
古
平
 
 

○
余
市
 
 

○
忍
賂
 
 

○
小
樽
※
 
 

○
宗
谷
※
 
 

網
走
※
 
 

1  2 1 1 1 1  1 1 1 1 1 1  

2
5
・
1
1
鬼
鹿
を
分
 
離
（
道
庁
令
四
一
 
 

号
）
 
 

2
3
・
5
．
〇
焼
尻
を
 
分
離
（
道
庁
令
三
 
 

二
号
）
 
 1

 

1
1
枝
幸
を
分
 
（
道
庁
令
四
 
 

1
※
紋
別
を
 
 日 高  

（3－5）  釧 路 （2－3）  （4－4）胆振  

00○  
幌滞静  
泉河内  

※  

○
山
越
※
 
 

○
有
珠
 
 

○
室
蘭
※
 
 

○
勇
沸
※
 
 

粥
弼
一
備
 
 

1 2 2  1 1 1 1  

の
ち
霧
多
布
を
 
 

分
離
 
 
 

泊の泊の  
にち Yこち  
分鬼分香  
割脇割深  

号
）
 
2
9
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分
離
 
 

一
号
）
 
 

（4 道斜  

・ 庁里  
駕 舶 令を  



出
典
＝
 
 

備
考
 
 

「
北
海
道
水
産
税
則
」
 
（
明
治
三
十
年
八
月
）
 
（
租
税
資
料
室
蔵
）
 
 

糾
 
（
 
）
は
、
組
合
数
－
収
税
委
員
数
。
 
 

囲
 
※
は
、
税
務
署
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
（
か
つ
て
設
置
さ
れ
た
地
を
含
む
）
。
 
 

回
 
礼
文
の
分
割
は
、
明
治
二
十
九
年
北
海
道
庁
告
示
第
一
入
五
号
よ
ぅ
後
で
あ
り
、
そ
の
他
ほ
そ
れ
以
前
に
分
離
統
合
さ
れ
た
。
 
 

囲
 
○
印
は
、
明
治
二
十
三
年
大
蔵
省
令
二
十
五
号
に
よ
り
、
北
海
道
水
産
税
則
附
則
十
六
条
に
該
当
す
る
組
合
と
し
て
指
示
さ
れ
て
い
る
（
「
法
規
分
類
大
全
」
第
二
 
 
 

編
巻
十
二
、
四
五
四
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
「
従
前
現
品
定
税
ヲ
徴
収
シ
又
ハ
現
品
税
ヲ
敏
収
七
ス
著
ク
ハ
無
税
ニ
シ
テ
明
治
十
五
年
ヨ
リ
同
十
七
年
マ
テ
三
箇
年
間
ノ
 
 
 

産
出
高
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
」
が
あ
る
組
合
で
あ
る
。
 
 
 



蓑
‖
 
北
海
道
水
産
税
の
納
期
・
納
振
割
合
（
明
治
二
十
年
大
蔵
省
令
第
六
号
）
 
 

千枚釧十日 胆  

島室路勝高振  

渡
 
島
 
 

後
 
志
 
 

石
 
狩
 
 

天
 
塩
 
 

北
 
見
 
 

十
二
月
一
日
ヨ
リ
 
 

十
二
月
二
十
入
日
限
リ
 
 

十
月
一
日
ヨ
リ
 
 

十
月
三
十
一
日
限
リ
 
 

十
二
月
一
日
ヨ
リ
 
 

十
二
月
二
十
八
日
限
リ
 
 

十
月
一
日
ヨ
リ
 
 

十
月
三
十
一
日
限
リ
 
 

翌
年
蒜
右
前
限
リ
 
 

八
月
一
日
ヨ
リ
 
 

八
月
三
十
一
日
限
リ
 
 

六
月
一
日
ヨ
リ
 
 

六
月
三
十
日
限
リ
 
 

八
月
一
日
ヨ
リ
 
 

八
月
三
十
一
日
限
リ
 
 

六
月
一
日
ヨ
リ
 
 

六
月
三
十
日
限
リ
 
 

期
（
原
則
）
 
 

∴
 
璧
期
針
覧
貼
綽
㌢
″
 
 

第
四
期
冊
諾
別
封
二
重
″
 
 

第
一
期
 
 
 

第
二
期
 
 
 

第
三
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 従
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現
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定
税
ヲ
徴
収
シ
又
ハ
現
品
税
ヲ
徴
収
セ
ス
若
ク
ハ
無
税
 
ニ
シ
テ
明
治
十
五
年
ヨ
リ
同
十
七
年
マ
テ
三
箇
年
間
ノ
産
出
高
詳
 
 

カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
 
（
但
明
治
二
十
年
以
後
三
箇
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
 
場
合
を
除
く
。
）
 
 

三
月
一
日
ヨ
リ
 
 

五
月
三
十
一
日
二
重
ル
 
 

六
月
一
日
ヨ
リ
 
 

七
月
三
十
一
日
二
重
ル
 
 

八
月
一
日
ヨ
リ
 
 

九
月
三
十
日
二
重
ル
 
 

産
出
シ
タ
ル
分
山
箭
計
詔
幣
 
 

産
出
シ
タ
ル
分
琳
詔
剛
 少

 
 

産
出
シ
タ
ル
分
什
朋
記
詔
剛
り
 
 

産
出
シ
タ
ル
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十
二
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十
六
日
ヨ
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十
二
月
二
十
八
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限
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産
出
シ
タ
ル
分
 
 

翌
豊
朋
室
離
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百
分
ノ
二
十
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百
分
ノ
二
十
五
 
 

百
分
ノ
二
十
五
 
 

百
分
ノ
二
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百
分
ノ
五
 
 

百
分
ノ
六
 
 

百
分
ノ
七
 
 

百
分
ノ
七
 
 

百
分
ノ
四
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百
分
ノ
四
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納
額
割
合
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税
務
管
理
局
時
代
の
租
税
体
制
（
明
治
三
三
年
四
月
現
在
）
 
 

（
備
考
）
1
、
函
館
税
務
支
署
 
明
治
l
ニ
四
年
十
月
一
日
開
庁
、
明
治
三
五
年
十
月
三
十
一
日
廃
止
 
 

2
、
紗
那
、
岩
内
及
松
前
は
、
明
治
三
七
年
四
月
四
日
廃
庁
し
、
他
署
に
吸
収
さ
れ
る
。
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表け 北海道関係予算対比（明治33年度，34年度）〔単位：円〕  

明治33年度  
（当 初）  

明 治 34 年 度  
（当初及び第1回追加）  

当  初  予  算  

北 海 道 水 産 税  

北 海 道 地 方 税  

計   

366，022  

721，086   

1，087，108  

北 海 道 本 庁  

北海道地方費補給  

北 海 道 拓 殖 費  

北 海 道 起 業 費  

小 樽 築 港 費  

北海道航海補助  

北海道庁蚕種検査費  

計  

（a－b）＝A  

1，845，090  

北 海道 鉄道 収入  
の  

4，635，468  810，472  

北海道官設鉄道事業費  

北海道鉄道施設費  

北海道官設鉄道用品資金  

計（d）  

（C－d）＝B   

719，176   

1，000，000  

955，736   

1，000，000  

50，000  

2，005，736   

△1，195，264  

1，719，176   

△1，255，636  

△2，745，272  △3，583，323  

（注）1（追）は第1回追加分  

2 「治水予備調査費」「砂金採取取締費」を除く  

出典：「法令全書」明治三十三年の二，明治三十四年の二  

「明治大正財政史」第19巻  

「昭和財政史」第16巻   



表18 北海軍関係予算（明治43年度，昭和2年度）  

その1 明治43年度（明治43年3月25月付官報号外）  

その2 昭和2年度（昭和2年3月29日付官報号外）  

（注）その他の項目の中にも含まれているかもしれない。   
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元
 
 

永
正
一
一
 
 

天
文
一
九
 
 

天
正
一
八
 
 

文
禄
 
二
 
 

慶
長
．
四
 
 

九
 
 

一
四
四
三
 
 

一
四
五
七
 
 

一
五
一
四
 
 

一
五
五
〇
 
 

一
五
九
一
 
 

一
五
九
三
 
 

一
五
九
九
 
 

一
六
〇
四
 
 

武
田
信
広
、
 
 

武
田
信
広
、
 
 

蠣
崎
光
広
、
 
 

季
に
、
年
々
送
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

蠣
崎
季
広
、
蝦
夷
地
の
首
長
と
講
和
し
、
英
役
を
年
々
送
る
こ
と
と
す
る
。
原
和
人
地
成
立
。
 
 

蠣
崎
慶
広
、
豊
臣
秀
吉
と
会
見
し
、
「
狭
之
鳩
首
の
待
遇
を
受
け
る
。
 
 

蠣
崎
慶
広
及
び
盛
広
、
豊
臣
秀
吉
よ
り
朱
印
状
を
得
る
。
 
 

蠣
崎
慶
広
、
徳
川
家
康
に
臣
従
し
、
姓
を
松
前
に
改
め
る
。
 
 

松
前
慶
広
、
徳
川
家
康
よ
り
対
ア
イ
ヌ
交
易
独
占
権
を
公
認
す
る
黒
印
状
を
与
え
ら
れ
る
。
 
 
 

北
海
道
に
渡
る
。
 
 

蠣
時
季
繋
の
養
子
と
な
り
、
 
 

松
前
之
守
護
職
と
な
り
、
大
館
を
本
拠
と
す
。
以
後
、
 
 

上
之
国
守
護
職
と
な
る
。
 
 
 

大
館
で
関
税
を
徴
収
し
、
そ
の
過
半
を
安
東
尋
 
 

項
 
〔
摘
…
鑓
繍
酢
〕
 
 

一
九
〇
 
 
 

〔
億
帝
‥
ヰ
コ
〕
 
 



一
六
一
七
 
 

一
六
三
〇
 
 

一
六
三
三
 
 

一
六
三
五
 
 

一
六
三
九
 
 

一
六
四
三
 
 

一
六
入
九
 
 

一
六
九
一
 
 

〓
ハ
〇
七
 
 

〓
ハ
九
八
 
 

一
七
一
七
 
 

一
七
一
九
 
 

一
七
三
一
 
 

一
七
t
ニ
五
 
 

一
七
三
八
 
 

一
七
三
九
 
 

一
七
四
〇
 
 

一
七
五
四
 
 

一
七
六
八
 
 

こ
の
こ
ろ
北
海
道
は
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
。
 
 

沖
ノ
ロ
番
所
が
お
か
れ
る
（
「
開
拓
使
事
業
報
告
」
に
よ
る
）
。
 
 

こ
の
こ
ろ
東
在
が
確
定
さ
れ
る
。
 
 

鎖
国
令
 
 

こ
の
こ
ろ
商
場
知
行
制
の
原
型
が
で
き
あ
が
る
。
 
 

こ
の
こ
ろ
よ
り
鷹
場
所
設
置
。
 
 

こ
の
こ
ろ
西
在
が
確
定
さ
れ
る
。
 
 

露
清
両
国
ネ
ル
チ
ソ
ス
ク
条
約
を
締
結
。
 
 

松
前
藩
、
亀
田
奉
行
・
桧
山
奉
行
を
設
置
。
 
 

こ
の
頃
商
場
知
行
制
確
立
。
 
 

ロ
シ
ア
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
を
征
服
。
コ
リ
ヤ
ー
ク
族
に
ヤ
サ
ー
ク
 
（
毛
皮
税
）
を
課
す
。
以
後
千
島
列
島
を
南
 
 

下
。
 
 

露
多
布
に
場
所
開
か
れ
る
。
 
 

こ
の
頃
、
場
所
請
負
制
発
生
。
蝦
英
地
産
魚
肥
が
関
西
市
場
に
進
出
を
始
め
る
。
 
 

松
前
藩
和
人
地
の
俵
役
増
税
。
こ
の
こ
ろ
和
人
地
の
諸
役
が
大
幅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
 
 

国
後
、
択
捉
の
ア
イ
ヌ
人
、
始
め
て
松
前
に
来
る
。
 
 

松
前
港
に
入
る
本
州
か
ら
の
輸
入
品
全
部
に
「
人
御
役
」
を
課
す
る
こ
と
を
発
令
（
そ
れ
ま
で
は
入
国
人
員
へ
の
課
 
 

税
が
主
）
し
た
が
、
撤
回
さ
れ
る
。
 
 

こ
の
頃
ま
で
に
請
負
場
所
制
確
立
。
 
 

こ
の
頃
、
魚
肥
生
産
が
本
格
化
す
る
。
 
 

幕
府
、
長
崎
俵
物
に
蝦
夷
地
の
海
産
物
を
加
え
、
幕
命
に
よ
り
中
国
輸
出
向
け
昆
布
等
を
長
崎
に
送
り
は
じ
め
る
。
 
 

国
後
島
に
場
所
が
開
設
さ
れ
る
。
 
 

ロ
シ
ア
、
択
捉
島
の
ア
イ
ヌ
に
ヤ
サ
ー
ク
を
課
す
。
 
 
 



天  安明  
明  永和  

七  六六～五四三八七四三八  
入
質
 
 

西
 
 
暦
 
 
 

一
七
七
一
 
 

一
七
七
四
 
 

一
七
七
五
 
 

一
七
七
八
 
 

一
七
七
九
 
 

一
七
八
三
 
 

一
七
八
四
 
 

一
七
八
五
 
 
 

～
 
 

一
七
八
六
 
 

一
七
八
六
 
 

一
七
八
七
 
 

一
七
八
八
 
 

頃
 
 

釈
捉
島
の
ア
イ
軍
、
ロ
シ
ア
人
を
追
い
払
う
。
 
 

飛
騨
屋
、
厚
岸
・
穿
多
布
・
国
後
場
所
の
請
負
権
を
得
る
。
 
 

飛
騨
眞
の
商
船
、
ア
イ
ヌ
に
襲
わ
る
。
 
 

ヤ
ク
ー
ツ
ク
商
人
、
納
沙
布
に
来
、
通
商
を
求
め
た
が
翌
年
拒
否
さ
れ
る
。
 
 

茅
部
漁
民
、
蝦
英
地
出
稼
料
免
除
な
ど
を
願
い
亀
田
奉
行
に
強
訴
。
 
 

「
赤
蝦
英
風
説
考
」
 
（
工
藤
新
平
）
 
 

松
平
伊
豆
守
、
蝦
英
地
探
検
を
計
画
、
田
沼
老
中
に
具
申
。
 
 

東
西
蝦
英
地
に
、
幕
府
と
し
て
始
め
て
の
調
査
隊
を
派
遣
。
 
 

幕
府
、
御
託
交
易
を
行
う
。
後
、
蝦
夷
地
探
検
中
止
命
令
。
 
 

「
蝦
夷
拾
遺
」
 
（
佐
藤
玄
六
郎
行
信
）
 
 

仏
人
ペ
ル
ー
ズ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
入
る
。
 
 

沖
ノ
ロ
口
銭
が
制
度
化
さ
れ
る
。
（
売
買
さ
れ
た
荷
の
二
分
を
徴
収
）
 
 

松
平
定
信
老
中
首
座
。
 
 

追
飯
（
西
在
小
漁
民
の
西
蝦
英
地
出
漁
）
が
盛
ん
に
な
る
。
出
漁
に
は
江
差
奉
行
の
許
可
と
役
金
納
入
が
必
要
。
場
 
 

所
請
負
人
は
、
出
漁
者
に
自
己
の
場
所
海
面
で
の
鰊
漁
承
認
の
代
償
と
し
て
漁
獲
の
二
割
の
役
鰊
を
徴
収
す
る
（
二
 
 

八
取
り
）
 
 

国
後
・
目
梨
で
ア
イ
ヌ
人
蜂
起
。
松
前
藩
、
西
在
漁
民
の
願
い
に
よ
り
大
網
使
用
を
禁
止
す
る
。
 
 

八
月
 
松
前
藩
は
飛
騨
屋
の
全
場
所
を
没
収
。
 
 

樺
太
に
場
所
が
及
ぶ
。
 
 

幕
府
は
厚
岸
以
東
と
宗
谷
に
最
上
徳
内
ら
を
達
し
御
救
交
易
を
翌
年
に
か
け
て
行
う
。
 
 
 



一～○ 九八五  四  

八 八 八八八  
一 ○  
四 三 二一入  

一
七
九
二
 
 

一
七
九
六
 
 

一
七
九
八
 
 

一
七
九
九
 
 

一
入
〇
〇
 
 

一
入
〇
二
 
 

一
入
〇
四
 
 

一
入
〇
六
 
 
 

一
入
〇
七
 
 

ロ
シ
ア
使
節
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
、
対
日
通
商
を
求
め
根
室
に
来
航
。
翌
年
拒
否
さ
れ
る
。
 
 

夏
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
持
船
、
箱
館
に
入
港
。
 
 

英
人
ブ
ロ
ー
ト
ン
、
虻
田
に
上
陸
、
翌
年
ま
た
絵
柄
に
来
る
。
 
 

幕
府
、
蝦
夷
地
に
一
入
〇
人
に
の
ぼ
る
調
査
隊
を
派
遣
す
る
。
蝦
夷
取
締
御
用
掛
が
置
か
れ
る
。
 
 

幕
府
は
、
東
蝦
夷
地
と
東
在
を
仮
直
轄
し
、
箱
館
を
拠
点
と
す
る
。
浮
軽
、
南
部
両
藩
に
そ
の
警
備
を
命
じ
る
。
直
 
 

掛
倒
を
し
く
（
東
蝦
夷
地
と
の
交
流
は
箱
館
奉
行
、
西
蝦
夷
地
と
の
流
通
は
松
前
藩
に
よ
り
、
総
括
）
 
 

和
人
定
住
者
が
増
加
し
た
箱
館
六
力
場
所
を
村
並
と
し
、
関
所
を
山
越
内
に
北
上
さ
せ
る
。
 
 

幕
府
、
東
蝦
夷
地
、
東
在
を
永
久
上
知
と
す
る
。
松
前
藩
は
武
蔵
国
に
五
千
石
を
与
え
ら
れ
る
。
 
 

二
月
 
御
用
掛
を
蝦
夷
奉
行
（
五
月
に
箱
館
奉
行
）
と
改
称
。
 
 

ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
、
通
商
を
求
め
長
崎
に
来
航
。
翌
年
拒
否
さ
れ
る
。
 
 

九
月
ロ
シ
ア
兵
、
カ
ラ
フ
ト
を
襲
撃
す
る
。
 
 

一
二
月
「
オ
ロ
シ
ア
船
と
見
請
候
ほ
ぼ
、
厳
重
に
打
払
う
べ
き
」
旨
、
全
大
名
に
達
す
る
。
 
 

三
月
 
四
股
夷
地
、
西
在
を
収
公
。
こ
れ
に
よ
り
幕
府
は
全
道
及
び
樺
太
を
直
轄
。
松
前
藩
を
陸
奥
国
梁
川
に
転
封
 
 

（
九
千
石
）
 
 

三
月
 
高
田
屋
は
蝦
夷
地
回
米
の
任
に
つ
き
、
択
捉
場
所
は
そ
の
ま
ま
募
兵
衛
に
任
す
。
 
 

四
月
 
ロ
シ
ア
兵
択
捉
島
を
襲
う
。
 
 

一
〇
月
 
箱
館
奉
行
（
松
前
奉
行
）
、
福
山
に
移
る
。
 
 

会
津
藩
に
樺
太
、
仙
台
藩
に
国
後
、
択
捉
な
ど
の
警
備
を
命
じ
る
。
 
 

ロ
シ
ア
軍
艦
艦
長
ゴ
ロ
ー
ニ
ソ
、
国
後
島
で
警
備
兵
に
描
ら
え
ら
れ
、
松
前
で
拘
禁
。
 
 

高
田
屋
寡
兵
衛
、
ロ
シ
ア
の
捕
虜
と
な
る
。
 
 
 

高
田
屋
嘉
兵
衛
・
ゴ
ロ
ー
ニ
ソ
釈
放
、
幕
府
直
捌
制
を
中
止
。
 
 
 



六
 
 

天
保
 
ニ
 
 
 

ー
一
 
 

叢
永
 
二
 
 

六
 
 

安
政
 
元
 
 

一
入
五
五
 
 

一
入
二
三
 
 

一
入
三
一
 
 

一
入
四
〇
 
 

l
八
四
九
 
 

一
入
五
三
 
 

一
入
五
四
 
 
 最

初
の
沖
ノ
ロ
口
銭
の
条
文
あ
り
。
 
 

一
二
月
 
松
前
藩
に
復
領
 
 

「
其
方
儀
彼
地
草
創
之
家
柄
、
数
百
年
之
所
領
二
侯
得
バ
、
如
前
之
可
被
返
下
」
 
 

…
…
達
吉
は
「
松
前
蝦
夷
地
一
円
」
が
松
前
藩
領
と
明
記
す
る
。
 
 

松
前
藩
は
一
〇
〇
石
＝
二
〇
両
の
換
算
で
、
半
分
は
米
、
半
分
ほ
貨
幣
で
支
給
す
る
擬
制
的
石
高
制
を
導
入
。
 
 

こ
の
こ
ろ
場
所
請
負
制
を
入
札
制
と
す
る
。
 
 

高
田
屋
、
ロ
シ
ア
と
の
密
貿
易
の
嫌
疑
で
家
財
没
収
所
払
と
な
る
。
 
 

追
鰊
、
増
毛
に
及
ぶ
。
 
 

幕
府
、
松
前
藩
に
新
城
建
設
を
命
じ
る
。
 
 

七
月
 
プ
チ
ャ
ー
チ
ソ
、
通
商
と
国
境
画
定
を
求
め
て
長
崎
に
来
る
。
 
 

一
二
月
 
日
米
和
親
条
約
－
－
箱
館
、
下
田
を
補
給
港
と
す
る
。
 
 

一
二
月
 

一
二
月
 
松
前
城
竣
工
。
 
 

二
月
 
幕
府
、
松
前
藩
領
を
除
き
東
在
木
古
内
以
東
、
酉
在
乙
部
以
北
の
地
を
収
公
、
箱
館
奉
行
に
支
配
を
命
じ
る
。
 
 
 

松
前
藩
に
は
梁
川
、
東
根
の
三
万
石
を
与
え
る
。
 
 

三
月
 
仙
台
、
浄
軽
、
南
部
、
秋
田
四
藩
に
蝦
素
地
警
備
を
命
じ
る
。
 
 

春
 
乙
部
か
ら
熊
石
ま
で
の
漁
民
が
島
小
牧
場
所
か
ら
古
平
場
所
ま
で
の
大
網
を
切
断
し
た
の
で
、
藩
は
改
め
て
大
 
 
 

網
を
禁
止
す
る
。
（
大
網
騒
動
）
 
 

瀬
田
内
場
所
か
ら
厚
田
場
所
ま
で
の
請
負
人
一
同
か
ら
の
大
網
使
用
公
認
の
申
出
に
対
し
、
箱
館
奉
行
は
、
西
在
漁
 
 

民
救
済
の
た
め
、
大
網
一
統
宛
三
両
の
冥
加
金
徴
収
を
条
件
に
許
可
。
 
 

出
稼
和
人
を
よ
り
多
く
蝦
夷
地
に
招
来
す
る
た
め
旅
人
役
を
廃
止
す
る
。
 
 
 



安
政
 
五
 
 

六
 
 

万
延
 
元
 
 

文
久
 
元
 
 

元
治
 
元
 
 

慶
応
 
元
 
 

三
 
 

明
治
 
二
 
 

一
入
六
九
 
 

一
入
六
八
 
 
 

一
入
五
入
 
 

一
入
五
九
 
 

一
入
六
〇
 
 

一
入
六
一
 
 

一
入
六
四
 
 

一
入
六
五
 
 

一
入
六
七
 
 

出
稼
和
人
を
耕
作
者
と
し
て
、
蝦
英
地
へ
定
住
さ
せ
る
た
め
、
越
年
役
を
免
除
し
そ
の
地
で
人
別
帳
を
作
成
。
 
 

ア
メ
リ
カ
な
ど
と
通
商
条
約
を
結
ぷ
。
箱
館
な
ど
外
国
貿
易
港
と
な
る
こ
と
が
決
定
（
翌
年
開
港
）
。
 
 

仙
台
、
津
軽
、
南
部
、
秋
田
及
び
庄
内
、
会
津
の
六
藩
に
蝦
英
地
を
分
知
し
、
周
辺
の
幕
領
を
あ
わ
せ
て
警
備
さ
せ
 
 

た
（
幕
府
直
轄
地
縮
小
）
 
－
Y
「
沖
ノ
ロ
役
」
を
納
め
ぬ
直
観
が
、
各
藩
の
分
領
と
本
領
と
の
間
で
発
生
。
 
 

桜
田
門
外
の
変
。
 
 

箱
館
奉
行
蝦
夷
地
と
和
人
と
の
関
所
を
廃
止
し
、
往
来
を
自
由
に
す
る
。
 
 

準
和
人
地
を
意
味
す
る
「
村
並
」
 
（
こ
れ
と
と
も
に
場
所
請
負
廃
止
）
 
ほ
長
万
部
ま
で
北
上
。
 
 

六
月
 
山
越
内
関
所
和
人
勝
手
次
第
通
行
と
な
る
。
 
 

「
村
並
」
小
樽
内
ま
で
進
む
。
 
 

五
月
 
幕
府
の
長
州
再
征
。
 
 

東
在
〓
何
に
「
検
地
並
び
に
地
引
網
取
調
」
を
触
れ
る
。
 
 

一
〇
月
 
幕
府
大
政
奉
還
 
 

一
二
月
 
王
政
復
古
の
大
号
令
 
 

戊
辰
戦
争
の
過
程
で
奥
羽
諸
藩
は
蝦
夷
地
よ
り
撤
退
 
 

三
月
 
五
箇
条
の
御
誓
文
発
布
 
 

四
月
 
箱
館
敦
判
所
設
置
を
決
定
 
 

閏
四
月
二
四
日
 
箱
館
裁
判
所
を
箱
館
府
と
改
称
 
 

五
月
一
日
 
箱
館
裁
判
所
五
稜
郭
に
開
庁
 
 

七
月
一
七
日
 
箱
館
府
開
設
を
一
般
に
公
示
 
 

八
月
六
日
 
税
法
、
一
両
年
は
旧
慣
忙
よ
る
旨
布
告
〔
地
〕
 
 

一
〇
月
 
松
前
藩
、
館
藩
に
改
称
 
 

一
〇
月
 
幕
府
脱
走
軍
、
五
稜
郭
占
領
。
 
 

九
月
 
〔
函
館
外
三
箇
所
に
於
テ
船
運
上
ヲ
取
り
立
ツ
〕
。
松
前
諸
に
お
け
る
西
蝦
夷
地
船
運
上
の
取
立
が
禁
止
さ
 
 
 



西
 
 
暦
 
 
 

四
月
一
日
 
「
開
拓
使
諸
税
収
入
方
」
布
達
「
従
前
ノ
通
諸
税
御
取
立
相
成
候
」
 
 

六
月
 
神
田
孝
平
「
田
租
改
革
建
議
」
 
〔
地
〕
 
 

七
月
 
根
室
国
で
は
、
海
産
税
は
諸
費
一
二
・
五
％
を
捷
険
し
一
〇
月
限
り
徴
収
す
る
。
 
 

閏
一
〇
月
 
「
開
拓
使
船
税
徴
収
方
」
 
 

一
一
月
 
「
東
地
御
親
料
規
則
」
布
達
 
 

…
…
移
住
民
取
穫
産
物
税
別
ヲ
定
メ
現
品
ヲ
以
テ
収
税
ス
。
 
 

＝
…
移
住
者
が
新
た
に
開
墾
す
る
場
合
、
資
金
を
下
賜
す
る
と
と
も
に
七
年
間
免
租
（
但
、
漁
業
の
み
を
 
 

目
的
と
し
て
開
拓
す
る
場
合
を
除
く
）
 
 

二
一
月
 
「
福
山
・
江
差
両
港
輸
出
入
処
諸
品
並
諸
晶
税
ヲ
館
啓
二
徴
シ
本
使
管
徴
ヲ
止
ム
」
 
 

一
二
月
 
海
関
所
規
則
を
改
正
〔
出
〕
 
 

滞
在
役
↓
廃
止
、
石
役
・
面
役
・
帆
形
役
↓
港
役
 
 

四 二 二 月 月 月  
れ
る
。
 
 

一
二
月
 
「
船
税
税
率
制
定
ノ
件
」
 
 

「
函
館
、
幌
泉
、
寿
都
、
手
官
、
海
関
所
規
則
」
 
 

一
月
 
松
前
港
に
も
海
関
所
を
開
く
。
 
 

「
漁
猟
税
の
件
」
 
－
当
分
の
内
、
漁
猟
税
五
分
一
現
品
濫
て
相
納
む
べ
し
。
 
 

函
館
支
庁
達
「
開
拓
使
函
館
支
庁
海
産
物
収
税
方
」
 
 

開
拓
使
よ
り
樺
太
開
拓
使
を
分
離
。
 
 

「
開
拓
使
歩
役
規
則
」
 
 

根
室
支
庁
管
下
従
来
収
む
る
運
上
金
を
廃
し
歩
役
を
収
納
す
る
。
 
 



一
入
七
二
 
 

七
月
一
四
日
 
廃
藩
置
県
1
館
藩
は
館
県
と
な
る
。
 
 

七
月
二
四
日
 
廃
藩
置
県
に
よ
り
租
税
一
般
の
法
則
に
す
べ
き
も
当
年
は
旧
慣
に
よ
る
旨
の
布
告
 
 

八
月
 
分
類
支
配
廃
止
1
開
拓
使
に
よ
る
北
海
道
の
統
一
支
配
。
樺
太
開
拓
使
を
吸
収
。
 
 

八
月
 
「
船
税
規
則
」
公
布
。
 
 

八
月
二
八
日
 
稜
多
非
人
の
称
廃
止
に
つ
き
こ
れ
ら
の
所
有
地
に
も
地
租
賦
課
の
布
告
〔
地
〕
 
 

九
月
九
日
 
館
県
、
弘
前
県
に
併
合
さ
れ
る
。
 
 

九
月
二
七
日
 
弘
前
県
は
青
森
に
県
庁
を
移
し
青
森
県
と
な
り
、
出
張
所
を
福
山
に
お
く
。
 
 

一
〇
月
八
日
 
旧
来
由
緒
に
よ
る
郷
士
首
姓
町
人
の
地
子
免
除
廃
止
〔
地
〕
 
 

四
年
末
～
五
年
始
 
新
規
漁
場
時
の
任
命
あ
り
。
 
 

輸
入
…
…
代
価
の
六
割
に
つ
き
一
・
五
％
～
○
■
九
％
を
徴
収
 
 

輸
出
…
…
代
価
の
六
割
に
つ
き
〇
・
六
％
～
〇
・
二
四
％
を
徴
収
 
 

二
月
 
石
狩
国
札
幌
郡
に
限
り
、
鮭
鯵
等
漁
業
税
を
免
じ
郡
外
に
輸
出
を
禁
ず
。
 
 

三
月
 
「
松
前
、
江
差
港
輸
出
入
の
物
品
そ
の
管
轄
に
関
わ
ら
ず
及
び
寿
部
手
官
等
の
点
検
を
経
ず
し
て
両
港
に
入
 
 

る
者
は
両
港
査
し
、
そ
の
税
金
は
開
拓
使
に
遮
納
せ
し
む
」
。
館
藩
は
徴
収
の
た
め
の
出
先
検
閲
と
な
る
。
 
 

三
月
 
（
根
室
国
）
野
付
郡
の
税
別
を
定
め
函
館
場
所
立
相
場
を
以
て
一
〇
月
限
り
全
納
と
す
る
。
 
 

五
月
 
開
拓
使
本
庁
札
幌
に
移
る
。
 
 

〓
一
月
 
壬
申
よ
り
三
年
間
外
国
貿
易
を
除
く
の
は
か
、
海
関
輸
出
・
輸
入
の
税
を
免
じ
港
役
及
び
船
税
の
み
を
徴
 
 

収
す
る
。
 
 

一
月
 
増
毛
・
留
萌
・
苫
前
・
天
塩
、
枝
幸
・
宗
谷
・
利
尻
・
礼
文
及
び
天
売
・
焼
尻
に
海
産
税
則
を
定
む
。
 
 

増
毛
・
留
萌
・
苫
前
及
び
属
島
新
開
漁
場
…
‥
三
年
間
五
％
 
 

天
塩
・
枝
幸
…
…
三
年
間
免
税
 
 

一
月
 
釧
路
国
、
千
島
国
、
根
室
国
標
津
・
目
梨
郡
、
北
見
国
斜
里
・
網
走
・
常
呂
・
紋
別
郡
、
税
則
を
設
け
る
。
 
 

標
浄
・
目
梨
郡
・
釧
路
国
・
千
島
国
…
‥
函
館
港
場
所
立
相
場
で
金
納
 
 
 

〔
地
〕
 
 



明
治
 
六
 
 

年
 
 
号
 
 

明
治
 
五
 
 

西
 
 
暦
 
 

一
入
七
三
 
 

一
入
七
二
 
 
 

…
：
地
税
（
三
段
階
の
比
例
税
率
）
以
外
に
課
税
せ
ず
。
物
納
可
 
 

他
に
税
則
が
定
ま
っ
て
い
る
場
合
は
除
く
。
免
租
の
例
多
し
〔
地
〕
 
 

七
月
 
掛
墓
園
花
咲
・
野
付
郡
の
海
産
税
に
つ
き
一
二
・
五
％
の
控
除
を
す
る
こ
と
を
や
め
る
。
 
 

七
月
四
日
 
地
券
を
全
国
一
般
に
発
行
す
る
旨
大
蔵
省
達
〔
地
〕
 
 

九
月
二
〇
日
 
旧
館
県
管
地
が
開
拓
使
に
管
轄
替
え
と
な
る
。
 
 

海
産
税
一
割
の
徴
収
を
布
令
 
 

九
月
 
布
告
「
地
所
規
則
」
布
達
〔
地
〕
 
 

…
‥
居
着
は
七
年
間
、
漁
浜
昆
布
場
五
年
間
免
税
 
 

従
来
の
貸
下
地
は
私
有
地
と
す
る
。
 
 

九
月
 
各
郡
に
出
張
所
を
置
く
。
 
 

一
〇
月
 
太
政
官
布
告
三
〇
四
号
「
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
」
公
布
〔
地
〕
 
 

…
‥
低
価
格
売
下
除
租
等
の
方
法
を
定
め
る
。
 
 

一
一
月
二
八
日
 
徴
兵
告
諭
〔
地
〕
 
 

一
月
 
「
港
内
取
締
規
則
」
 
（
太
政
官
布
告
入
号
）
 
 

…
…
碇
泊
税
を
徴
収
し
港
役
を
廃
止
す
〔
出
〕
 
 

一
月
一
〇
日
 
徴
兵
令
〔
地
〕
 
 
 

四二一  
月 月 月  

斜
里
・
常
呂
・
網
走
・
紋
別
…
…
松
前
港
場
所
立
相
場
で
金
納
 
 

北
見
国
・
千
島
国
の
新
開
漁
場
は
本
年
よ
り
三
年
間
免
税
 
 

大
蔵
各
よ
り
東
京
府
に
対
し
地
券
発
行
地
租
収
納
規
則
を
達
〔
地
〕
 
 

海
関
所
規
則
改
正
〔
出
〕
 
 

開
拓
地
収
税
規
則
 
 



明
治
 
六
 
 

一
入
七
五
 
 

一
入
七
四
 
 
 

一
入
七
三
 
 
三
月
 
桧
山
・
福
島
・
津
軽
・
爾
志
四
郡
の
漁
税
を
十
分
の
一
と
す
る
。
 
 

四
～
六
月
 
「
桧
山
騒
動
」
 
 

五
月
 
桧
山
・
福
島
・
津
軽
・
爾
志
四
郡
の
漁
税
を
三
分
金
納
と
す
る
。
 
 

五
月
 
各
郡
に
お
い
て
収
税
す
る
の
を
止
め
、
天
塩
国
は
留
萌
支
庁
で
、
北
見
国
は
宗
谷
出
張
所
で
各
々
収
税
。
 
 

七
月
二
八
日
 
太
政
官
布
告
二
七
二
号
「
地
租
改
正
條
例
」
北
海
道
に
は
適
用
な
し
。
 
 

七
月
 
北
見
国
四
郡
海
産
物
一
割
の
と
こ
ろ
、
七
年
よ
り
三
年
間
見
通
石
数
を
定
め
松
前
立
相
場
に
よ
り
納
税
 
 

七
月
 
函
館
支
庁
達
「
函
館
支
庁
海
産
税
額
ヲ
改
ム
」
一
割
堅
炭
す
。
 
 

〓
一
月
 
開
拓
使
に
直
属
軍
創
設
＝
屯
田
兵
設
置
＝
を
太
政
官
決
定
（
実
施
は
七
年
一
〇
月
）
 
 

三
月
 
根
室
支
庁
布
達
 
 

…
…
漁
場
並
昆
布
場
自
費
新
開
の
分
は
そ
の
年
よ
り
二
年
間
現
品
税
を
免
除
す
る
。
 
 

六
月
 
開
拓
使
本
庁
達
「
港
内
取
締
規
則
」
 
 

一
〇
月
 
根
室
支
庁
達
 
根
室
・
花
咲
の
二
郡
 
出
産
物
現
品
上
納
を
許
す
。
 
 

一
〇
月
 
開
拓
使
根
室
支
庁
漁
業
税
延
納
著
処
分
万
 
 

一
一
月
 
「
国
内
回
漕
規
則
」
l
 
－
 
函
館
本
庁
は
八
年
四
月
実
施
 
 

一
二
月
 
開
拓
使
布
達
四
号
 
漁
場
な
ら
び
に
昆
布
場
自
費
新
開
の
分
は
そ
の
年
よ
り
五
カ
年
間
免
税
 
 

二
月
 
「
北
海
道
諸
産
物
出
港
税
別
並
各
港
船
政
所
規
則
」
公
布
〔
出
〕
 
 

…
…
 諸
産
物
鉱
属
及
穀
物
麻
卵
紙
生
糸
器
具
を
除
く
の
は
か
、
各
府
県
下
に
向
い
出
港
す
る
と
き
出
港
税
と
 
 

し
て
原
価
の
四
％
を
徹
す
（
四
月
施
行
）
 
 

二
月
 
「
北
海
道
諸
産
物
出
港
税
収
入
取
締
方
」
 
 

二
月
 
開
拓
使
達
〔
出
〕
 
「
北
海
道
産
物
出
港
税
ノ
儀
ハ
管
下
道
路
堤
防
ノ
修
架
又
ハ
賑
貸
給
興
等
専
ラ
人
民
興
益
 
 

ノ
用
二
充
ツ
べ
シ
」
 
 

二
月
 
「
外
国
形
日
本
船
輸
出
入
税
未
納
内
外
貨
物
回
漕
規
則
」
 
〔
出
〕
 
 

二
月
 
「
回
漕
貨
物
取
扱
条
例
」
 
 
 



年
 
 
号
 
 

明
治
 
八
 
 

明
治
一
〇
 
 

西
 
 
暦
 
 

一
入
七
五
 
 

一
入
七
六
 
 

一
入
七
七
 
 

五
月
 
第
四
号
達
 
 

…
…
 北
海
道
諸
税
科
目
八
年
分
ヨ
リ
別
記
ノ
通
相
定
ム
但
出
港
税
処
ハ
従
前
ノ
通
 
 

…
…
国
税
科
目
に
「
海
産
税
」
あ
り
。
た
だ
し
、
出
港
税
は
国
税
と
は
別
科
目
 
 

五
月
 
樺
太
千
島
交
換
条
約
 
 

八
月
 
開
拓
使
本
庁
会
計
局
達
「
開
拓
使
租
税
勘
定
帳
様
式
」
 
 

一
一
月
 
郡
出
張
所
、
郡
分
所
と
改
称
 
 

〓
一
月
 
港
湾
碇
泊
税
、
当
分
停
止
（
布
告
は
二
月
）
 
 

三
月
 
海
産
税
は
一
部
を
廃
止
す
れ
ば
他
の
漁
税
に
も
影
響
す
る
と
し
て
従
前
に
よ
り
収
納
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
 
 

る
。
 
 

九
月
 
「
開
拓
使
海
産
別
検
査
並
収
税
規
則
」
 
（
案
）
 
 

九
月
 
大
蔵
省
出
納
条
例
 
 

九
月
 
漁
場
持
廃
止
〔
地
〕
 
 

一
二
月
二
八
日
 
太
政
官
布
告
〓
ハ
一
号
〔
地
〕
 
 

…
‥
・
 
北
海
道
地
租
は
当
分
「
地
価
百
分
の
こ
と
し
一
〇
年
分
よ
り
適
用
。
 
 

一
月
四
日
 
地
租
軽
減
・
歳
出
節
減
の
詔
、
減
租
の
布
告
 
 

二
月
～
九
月
 
西
南
戦
争
 
 
 

地
租
改
正
事
務
局
設
置
 
 

開
拓
使
布
達
三
号
「
山
林
荒
撫
地
払
下
規
則
」
 
 

…
：
家
禄
奉
還
資
金
受
取
老
に
し
て
家
産
営
業
の
た
め
地
所
の
払
下
を
出
願
せ
し
場
合
の
取
扱
い
 
 

旦
南
国
海
産
税
に
つ
き
定
税
を
改
め
、
出
産
高
に
応
じ
現
品
収
税
申
付
か
つ
昆
布
税
の
儀
は
本
年
よ
り
二
割
 
 

税
と
す
。
 
 



一
一
 
 

一
入
七
八
 
 

「
千
島
国
国
後
郡
昆
布
税
額
」
 
 

「
花
咲
郡
収
穫
昆
布
検
査
心
得
規
則
」
 
 

八
月
 
「
北
海
道
諸
産
物
出
港
税
則
」
改
正
（
九
月
よ
り
施
行
）
 
〔
出
〕
酒
も
非
課
税
 
 

九
月
 
開
拓
使
達
「
開
拓
使
出
港
税
別
等
取
締
手
続
」
 
〔
出
〕
 
 

九
月
 
「
十
勝
国
海
産
税
規
則
」
 
 

一
二
月
 
開
拓
使
達
一
五
号
「
北
海
道
地
券
発
行
条
例
」
 
〔
地
〕
 
 

…
…
人
民
を
し
て
土
地
を
所
有
せ
し
め
地
券
を
発
し
地
租
を
課
す
べ
き
も
の
と
す
。
「
漁
浜
昆
布
場
」
を
 
 

「
海
産
干
場
」
と
改
称
。
 
 

一
二
月
 
開
拓
使
布
達
乙
二
五
号
「
地
所
ノ
区
分
制
限
及
地
券
申
請
証
印
税
収
納
等
二
関
ス
ル
条
項
」
…
‥
地
所
を
 
 

宅
地
∴
新
地
・
海
産
干
場
・
山
林
・
牧
場
と
区
分
 
 

一
月
 
開
拓
使
根
室
支
庁
拾
昆
布
煎
海
鼠
布
海
苔
に
税
を
課
す
。
 
 

三
月
 
「
西
洋
形
汽
船
出
港
鋭
敏
収
方
」
汽
船
を
も
っ
て
回
漕
す
る
場
合
予
め
船
改
所
に
掲
示
す
る
原
価
に
従
い
受
 
 

け
取
る
べ
き
地
で
税
を
納
付
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
〔
出
〕
 
 

三
月
 
「
開
拓
使
函
館
支
庁
管
内
海
産
物
収
税
方
改
正
」
 
 

四
月
 
「
開
拓
使
函
館
支
庁
海
産
物
税
則
改
正
」
 
 

函
館
管
内
の
海
産
物
の
内
無
税
並
び
に
定
税
金
納
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
税
則
を
定
め
現
品
課
税
と
す
る
。
 
 

四
月
 
「
開
拓
使
管
内
海
産
物
税
則
」
 
 

五
月
開
拓
使
 
布
達
甲
四
号
 
漁
場
昆
布
場
自
費
新
開
の
分
実
地
精
査
の
上
除
税
年
限
を
二
～
五
年
さ
ら
に
延
長
 
 

六
月
 
開
拓
使
本
庁
達
丙
一
六
号
「
海
産
物
検
査
例
」
 
 
 

八五五 四  
月 月 月 月  

開
拓
使
本
庁
布
達
「
開
拓
使
開
産
物
売
買
輸
出
方
」
 
 

北
見
国
税
則
を
改
め
、
一
般
現
品
を
課
税
し
且
収
穫
晶
を
検
査
し
税
品
徴
収
を
了
ら
ざ
れ
ば
輸
出
を
許
さ
ず
。
 
 

開
拓
使
「
北
海
道
諸
税
科
目
入
年
分
ヨ
リ
別
記
ノ
通
相
定
 
但
出
港
税
処
分
ハ
従
前
ノ
通
」
 
 

開
拓
使
根
室
支
庁
連
 
 



年
 
 
号
 
 

明
治
一
一
 
 

一
ニ
 
 

一
三
 
 

西
 
 
暦
 
 

一
入
七
入
 
 

一
八
八
〇
 
 

一
入
七
九
 
 
 一九七五五五四  

一月 月 月 月 月 月  
月  

一
月
 
太
政
官
、
北
海
道
地
租
の
「
徴
収
期
限
は
収
穫
の
期
節
に
応
じ
全
道
一
般
地
租
は
翌
年
五
月
三
一
日
を
以
て
 
 
 

納
期
と
し
そ
の
間
に
お
い
て
適
宜
に
収
入
せ
ん
」
旨
認
む
。
 
 

一
月
 
大
蔵
省
達
乙
七
号
 
 

…
…
予
算
表
式
に
「
北
海
道
物
産
税
」
計
上
 
 

三
月
 
開
拓
使
本
庁
布
達
甲
二
六
号
「
生
鰊
輸
出
販
売
者
＼
税
金
収
納
方
」
 
 

…
…
 納
税
以
前
売
買
輸
出
の
も
の
ほ
、
そ
の
時
々
租
税
課
派
出
員
へ
届
出
て
検
査
を
受
く
べ
し
。
 
 
 

開
拓
使
布
達
乙
二
二
号
「
開
拓
使
海
産
物
遺
脱
老
処
分
方
」
 
 
 

函
館
管
内
で
諸
海
産
物
無
税
の
各
郡
に
も
本
庁
よ
り
課
税
 
 
 

郡
区
町
村
編
成
法
（
一
七
号
布
告
）
区
長
、
戸
長
を
お
く
。
 
 
 

「
国
税
金
額
領
収
順
序
」
…
…
北
海
道
に
は
収
税
委
員
出
張
所
を
置
か
ず
。
 
 

開
拓
使
本
庁
布
達
甲
九
号
 
 

・
…
：
海
産
物
の
内
、
現
品
定
税
あ
る
い
は
金
納
税
の
場
合
、
免
許
鑑
札
を
受
け
ず
に
捕
獲
す
る
も
の
は
処
罰
 
 

す
る
。
 
 

開
拓
使
根
室
支
庁
遵
丙
二
〇
号
「
海
産
物
検
査
収
税
順
序
」
 
 

（
根
室
支
庁
管
内
）
拾
い
漁
業
よ
り
製
出
す
る
有
税
海
産
物
に
も
同
一
の
税
を
課
す
。
 
 

函
館
支
庁
布
達
「
開
拓
使
函
館
支
庁
管
内
緋
二
税
ヲ
課
ス
」
 
 

開
拓
使
布
達
乙
二
号
人
民
に
貸
付
け
て
き
た
海
産
干
場
を
無
償
付
与
。
 
 

郡
区
町
村
編
成
法
 
 

「
開
拓
使
札
幌
外
四
郡
内
生
鮭
売
買
検
査
手
続
」
 
 
 

開
拓
使
本
庁
布
達
四
九
号
 
 

…
…
鮭
鱒
等
河
川
に
お
い
て
漁
獲
す
る
も
の
海
産
税
の
対
象
と
な
る
。
 
 



明
治
一
三
 
 

一
六
 
 

一
五
 
 
 

一
八
八
三
 
 

一
入
八
ニ
 
 
 

一
八
八
〇
 
 

二九五  
月 月 月  

五
月
 
開
拓
使
札
幌
本
庁
布
達
「
小
樽
外
十
一
郡
海
産
物
検
査
例
」
 
 

九
月
 
（
根
室
支
庁
管
内
）
海
産
物
の
産
地
に
お
い
て
生
魚
を
も
っ
て
販
売
す
る
者
は
現
品
税
割
を
も
っ
て
そ
の
販
 
 
 

売
代
価
の
一
～
一
・
五
％
を
徴
収
す
る
。
 
 

一
一
月
 
開
拓
使
根
室
支
庁
生
緋
税
則
 
 

二
月
 
開
拓
使
札
幌
本
庁
達
「
生
鰊
輸
送
販
売
者
ノ
税
金
収
納
方
」
 
 

四
月
 
函
館
支
庁
二
九
号
布
達
「
水
産
物
検
査
井
収
税
例
則
」
 
 

四
月
 
開
拓
使
根
室
支
庁
達
丙
一
九
号
 
海
産
物
検
査
収
税
順
序
一
部
改
正
 
 

六
月
三
〇
日
 
地
租
改
正
事
務
局
閉
鎖
〔
地
〕
 
 

二
月
八
日
 
開
拓
使
が
廃
止
さ
れ
、
函
館
・
札
幌
・
根
室
の
三
県
が
置
か
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
屯
田
兵
は
陸
軍
省
 
 

の
管
下
と
な
る
。
 
 

六
月
 
大
蔵
省
庶
四
〇
九
号
達
「
北
海
道
物
産
税
納
付
順
序
」
 
 

六
月
 
「
北
海
道
三
県
地
方
税
目
」
 
 

六
月
 
根
室
県
連
乙
三
一
二
二
二
号
「
海
産
物
検
査
及
収
税
順
序
」
 
 

一
月
二
九
日
 
農
商
務
省
内
に
北
海
道
事
業
管
理
局
が
置
か
れ
る
（
三
県
一
局
制
）
 
 

二
月
 
函
館
に
租
税
局
出
張
所
を
置
く
（
～
一
七
年
五
月
）
 
 

三
月
 
根
室
県
連
乙
三
一
号
「
海
産
物
検
査
収
税
順
序
」
 
 

四
月
 
「
船
税
規
則
」
布
告
一
三
号
 
 

五
月
 
大
蔵
省
乾
二
〇
三
号
 
 

…
「
北
海
道
物
産
税
納
付
順
序
」
 
 

札
幌
県
連
「
物
産
鋭
敏
収
遊
迭
納
事
務
取
扱
例
規
」
 
 

函
館
県
布
達
「
物
産
税
検
査
徴
収
例
規
」
 
 

布
告
「
北
海
道
拾
昆
布
帆
立
身
税
を
敬
す
」
 
 
 



年
 
 
号
 
 

明
治
一
七
 
 

一
入
 
 

一
九
 
 

西
 
 
暦
 
 

一
入
八
五
 
 

一
入
八
四
 
 
 

一
八
八
六
 
 

三
月
一
五
日
 
「
地
租
條
例
」
公
布
 
 

四
月
 
根
室
県
甲
二
一
号
「
物
産
税
徴
収
規
則
」
 
 

四
月
 
根
室
県
丁
一
九
号
「
物
産
税
検
査
徴
収
順
序
」
 
 

五
月
 
太
政
官
布
告
一
二
号
 
 
 

・
…
‥
自
今
北
海
道
症
於
い
て
有
税
水
産
物
を
収
獲
せ
ん
と
す
る
も
の
は
管
轄
官
庁
の
許
可
を
受
く
べ
く
、
違
 
 

う
も
の
は
厳
罰
 
 

五
月
 
根
室
県
連
甲
三
六
号
「
物
産
鋭
敏
収
規
則
一
部
改
正
」
 
 

七
月
 
根
室
県
連
三
一
号
「
物
産
税
品
売
捌
手
続
」
 
 

一
月
 
太
政
官
布
告
三
号
 
有
税
水
産
物
を
収
狂
す
る
も
の
の
外
水
産
品
を
有
税
晶
に
製
造
す
る
も
の
は
亦
出
願
許
 
 

可
を
受
く
べ
し
 
 

三
月
 
「
開
拓
使
収
支
統
計
」
租
税
科
目
に
「
北
海
道
物
産
税
」
計
上
。
別
途
「
出
港
税
」
が
「
地
方
税
」
と
別
に
 
 
 

計
上
さ
れ
て
い
る
。
 
 

八
月
 
函
館
県
連
 
函
館
県
物
産
徴
収
上
入
日
砂
引
等
の
呼
称
を
廃
す
。
 
 

一
月
 
北
海
道
庁
成
立
 
 

一
月
 
根
室
県
布
達
甲
四
号
 
物
産
税
徽
収
規
則
一
部
改
正
 
 

三
月
 
大
蔵
省
「
北
海
道
物
産
税
徴
収
手
続
」
 
 

六
月
 
閣
令
「
北
海
道
土
地
払
下
規
則
」
北
海
道
辻
地
売
貸
規
則
廃
止
及
び
官
有
土
地
の
払
下
に
関
す
る
規
定
を
整
 
 

備
〔
地
〕
 
 

三八七  
月 月 月  

北
海
道
庁
遵
巳
七
一
号
「
北
海
道
物
産
税
収
納
順
序
」
全
道
統
一
の
規
定
 
 

登
記
法
公
布
（
法
律
二
号
）
 
 

「
所
得
税
法
」
 
 
 



明
治
二
〇
 
 

二
四
 
 

二
三
 
 
 

八八  

／ヽ ＿  

一
入
九
〇
 
 
 

一
八
八
八
 
 

一
八
八
九
 
 

一
八
八
七
 
 

一九三一六  

○月 月 月 月  
月  

三
月
 
「
北
海
道
諸
産
物
出
港
税
則
並
各
港
船
改
所
規
則
」
が
廃
止
（
勅
令
六
号
）
 
〔
出
〕
。
「
北
海
道
水
産
税
則
」
 
 

制
定
 
 

・
…
 
‥
水
産
物
産
出
価
格
の
五
％
を
税
と
す
る
。
 

四
月
 
大
蔵
省
令
六
号
「
北
海
道
水
産
税
則
施
行
細
飾
」
納
期
及
納
税
割
合
を
二
に
区
分
。
 
 

五
月
 
大
蔵
省
令
四
号
 
北
海
道
水
産
税
則
施
行
細
則
改
正
 
 

六
月
 
法
律
一
入
号
 
有
租
地
及
年
期
地
に
つ
き
免
租
期
間
を
改
正
 
北
海
道
開
墾
地
と
し
て
明
治
二
年
以
降
有
税
 
 
 

地
と
な
っ
た
田
畑
・
郡
村
宅
地
に
つ
い
て
二
二
年
よ
り
三
一
年
ま
で
地
租
及
地
方
税
を
免
除
す
る
。
現
に
開
墾
 
 
 

年
期
中
の
も
の
は
満
期
よ
り
一
〇
年
免
除
 
 

六
月
 
閣
令
二
〇
号
 
払
下
地
の
免
租
期
間
を
改
正
〔
地
〕
 
 

一
〇
月
 
北
海
道
地
租
の
納
期
全
道
統
一
と
な
る
。
 
 

二
月
 
法
律
二
号
「
北
海
道
水
産
税
則
」
一
部
改
正
 
 

九
月
 
「
屯
田
兵
土
地
給
与
規
則
」
 
（
法
律
七
九
号
）
屯
田
兵
に
一
定
の
土
地
を
給
与
し
服
務
中
及
び
満
期
の
年
よ
 
 

り
一
〇
年
間
免
税
 
 

一
〇
月
 
大
蔵
省
令
二
五
号
 
北
海
道
水
産
税
則
施
行
細
則
改
正
〔
地
〕
 
 

一
〇
月
 
大
蔵
省
令
一
二
号
 
 

三
月
 
大
蔵
省
令
四
号
 
北
海
道
水
産
税
別
施
行
細
則
改
正
 
 

六
月
 
北
海
道
庁
訓
令
四
六
号
 
地
租
の
増
減
土
地
の
変
換
開
墾
及
荒
地
そ
の
他
制
裁
に
関
す
る
も
の
の
外
、
地
租
 
 
 

条
例
に
準
拠
し
て
土
地
を
整
理
す
べ
し
。
〔
地
〕
 
 

大
蔵
省
令
六
号
「
北
海
道
水
産
税
則
施
行
細
則
」
大
改
正
 
 

大
蔵
省
令
一
号
 
奥
尻
組
合
に
関
す
る
特
例
 
 

法
律
三
三
号
 
船
税
を
廃
止
し
、
地
方
税
と
す
る
。
〔
出
〕
 
 

大
蔵
省
令
二
号
 
奥
尻
水
産
営
業
人
組
合
に
関
す
る
特
例
を
全
道
の
組
合
に
拡
大
 
 
 

「
税
務
管
理
局
官
制
」
 
 
 



年
 
 
号
 
 西
 
 
暦
 
 

一
九
〇
〇
 
 

一
九
〇
一
 
 

一
九
〇
二
 
 

一
九
〇
四
 
 

一
九
〇
五
 
 

一
九
〇
六
 
 

一
九
〇
七
 
 

一
九
一
〇
 
 

一
九
一
一
 
 

屯
田
兵
村
設
置
を
や
め
る
。
〔
地
〕
 
 

三
月
 
法
律
二
七
号
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」
 
 

‥
「
定
の
土
地
を
給
与
し
開
墾
地
地
租
を
そ
の
間
課
さ
な
い
。
 
 

一
〇
月
 
北
海
道
区
制
実
施
 
 

七
月
 
北
海
道
一
級
町
村
制
実
施
 
 

三
月
 
法
律
三
号
「
北
海
道
地
方
費
法
」
四
月
よ
り
北
海
道
水
産
税
を
廃
止
、
地
方
税
移
管
。
 
 

四
月
 
北
海
道
二
級
町
村
制
実
施
 
 

一
〇
月
 
税
務
監
督
局
設
置
 
 

四
月
 
非
常
特
別
税
法
に
よ
る
増
税
〔
地
〕
 
 

九
月
 
勅
令
二
〇
二
号
 
屯
田
兵
の
制
度
を
廃
止
〔
地
〕
 
 

八
月
 
樺
太
に
民
政
著
聞
庁
 
 

四
月
 
法
律
四
一
号
 
屯
田
兵
土
地
給
与
規
則
を
廃
止
〔
地
〕
 
 

四
月
 
法
律
三
三
号
 
地
租
法
、
北
海
道
に
釘
全
部
施
行
さ
れ
る
。
〔
地
〕
 
 

三
月
 
「
樺
太
庁
官
制
」
 
 

三
月
 
法
律
二
号
 
北
海
道
の
宅
地
二
・
五
％
（
四
四
年
か
ら
）
、
田
畑
三
・
四
％
そ
の
他
四
％
。
北
海
道
の
宅
地
、
 
 

内
地
並
の
税
率
と
な
る
。
 
 

四
月
 
勅
令
九
二
号
 
北
海
道
・
沖
縄
県
・
鹿
児
島
県
大
島
郡
に
特
別
の
納
期
を
定
め
る
。
〔
地
〕
 
 
 

三五 四  
月 月 月  

北
海
道
に
も
税
務
署
設
置
 
 

北
海
道
区
制
二
級
町
村
制
二
一
級
町
村
制
公
布
（
勅
令
一
五
入
～
〓
ハ
○
号
）
 
 

「
北
海
道
国
有
未
開
地
庭
分
法
」
 
〔
地
〕
 
 

…
…
本
法
に
よ
り
売
払
付
与
交
換
し
た
る
土
地
は
民
有
と
な
っ
た
年
の
翌
年
よ
り
二
〇
年
間
免
税
 
 



出
典
‥
 
 山

間
）
 
 
海
保
嶺
夫
「
近
世
の
北
海
道
」
人
教
育
社
）
 
 

「
国
税
北
海
道
七
〇
年
の
歩
み
」
 
（
札
幌
国
税
局
）
 
 
 

「
法
規
分
煩
大
全
」
（
復
刻
版
）
第
三
八
巻
 
 
「
明
治
財
政
史
」
第
五
巻
・
第
六
巻
、
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
六
巻
、
菊
地
勇
夫
「
幕
藩
体
制
と
蝦
夷
地
」
 
（
雄
 
 

一
・
九
二
二
 
 

一
九
三
一
 
 

一
九
四
〇
 
 

一
九
四
一
 
 

一
九
四
三
 
 

一
九
四
五
 
 

一
九
四
七
 
 

一
九
四
九
 

一
九
五
〇
 
 

九九九～九  

九入七 六  

全
道
の
地
価
整
斉
事
業
を
行
う
。
〔
地
〕
 
 
 

六
月
 
樺
太
長
官
陸
軍
将
官
併
任
を
解
く
。
 
 

八
月
 
「
樺
太
酒
類
出
港
税
法
」
 
 

北
海
道
庁
令
三
〇
号
 
水
産
税
は
外
形
基
準
に
よ
る
課
税
と
な
る
。
 
 

北
海
道
の
地
租
の
税
率
す
べ
て
内
地
並
と
な
る
。
〔
地
〕
 
 

漁
業
税
が
廃
止
さ
れ
、
漁
業
権
税
に
か
わ
る
。
（
昭
和
二
七
年
ま
で
存
続
）
 
 

税
務
監
督
局
は
財
洛
局
と
な
る
。
〔
地
〕
 
 

樺
太
を
内
地
に
編
入
す
る
。
 
 

樺
太
及
び
南
千
島
、
ソ
連
に
占
領
さ
る
。
 
 

地
租
が
地
方
税
と
な
る
。
〔
地
〕
 
 

財
務
局
よ
り
国
税
局
独
立
。
 
 

地
租
が
固
定
資
産
税
に
か
わ
る
。
〔
地
〕
 
 

南
鉄
減
「
改
訂
北
海
道
給
食
経
済
史
」
 
（
国
書
刊
行
会
）
 
 

条
約
局
第
三
課
「
外
地
法
令
制
度
の
概
要
」
 
 
 



H
 
総
 
説
 
 
 

H
 
樺
太
は
、
松
前
藩
時
代
に
は
蝦
夷
地
の
一
部
（
北
蝦
夷
地
）
で
あ
り
、
松
前
藩
に
よ
り
樺
太
と
の
交
易
が
占
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
 
 

（
1
）
 
 

て
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
は
場
所
が
開
か
れ
、
藩
主
直
支
配
の
場
所
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
北
蝦
夷
地
の
請
負
場
所
か
ら
 
 

の
運
上
金
は
、
文
政
年
間
に
は
千
六
十
両
に
達
し
て
い
る
。
 
 
 

文
化
四
年
か
ら
文
政
四
年
の
聞
及
び
安
政
二
年
以
後
の
カ
ラ
フ
ト
は
、
幕
府
の
直
轄
で
あ
っ
た
。
慶
応
四
年
に
ほ
箱
館
裁
判
所
（
ま
も
 
 

な
く
箱
館
府
と
改
称
さ
れ
た
後
、
明
治
二
年
七
月
に
は
開
拓
使
に
吸
収
さ
れ
る
。
）
の
官
吏
が
、
樺
太
の
楠
渓
に
駐
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

明
治
二
年
八
月
、
蝦
夷
地
を
北
海
道
と
あ
ら
た
め
一
一
カ
国
八
六
郡
を
置
い
た
が
、
北
蝦
夷
地
と
呼
ば
れ
て
い
た
カ
ラ
フ
ト
は
、
別
に
 
 

樺
太
と
公
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
樺
太
は
原
則
と
し
て
開
拓
使
の
管
轄
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
二
月
か
ら
四
年
八
月
ま
で
は
樺
太
開
 
 

拓
使
が
別
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
租
税
制
度
は
、
北
海
道
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
 
 
 

ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
進
出
以
来
、
樺
太
に
お
け
る
日
露
両
国
民
雑
居
の
状
態
は
長
く
続
い
て
き
た
。
よ
う
や
く
、
明
治
八
年
五
月
に
樺
 
 

（
2
）
 
 

太
千
島
交
換
条
約
が
締
結
さ
れ
日
露
国
境
が
確
定
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
樺
太
ほ
、
い
っ
た
ん
、
日
本
の
領
土
で
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

∽
 
南
樺
太
が
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
っ
て
日
本
領
に
復
帰
し
た
の
に
伴
な
い
、
明
治
四
十
年
に
樺
太
庁
が
開
設
さ
れ
た
。
樺
太
は
、
 
 

（
へ
J
）
 
七
支
庁
二
出
張
所
、
つ
い
で
一
市
八
支
庁
に
わ
け
ら
れ
、
北
海
道
に
準
じ
た
町
村
制
度
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
自
主
度
は
弱
か
っ
た
。
 
 

昭
和
一
八
年
四
月
樺
太
は
内
地
に
編
入
さ
れ
内
地
と
一
体
化
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ソ
連
に
占
領
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

〔
補
遺
〕
 
樺
太
の
租
税
制
度
 
 



明
治
三
八
年
七
月
樺
太
再
進
出
当
初
、
樺
太
に
お
け
る
諸
般
の
経
費
は
、
日
露
戦
役
に
関
す
る
臨
時
軍
事
特
別
会
計
に
よ
り
支
出
さ
れ
 
 

た
。
日
露
戦
役
終
結
後
の
明
治
四
十
年
三
月
二
十
日
法
律
第
十
八
号
を
も
っ
て
樺
太
庁
特
別
会
計
法
が
公
布
さ
れ
、
以
後
、
樺
太
庁
の
会
 
 

（
4
）
 
 

計
は
、
そ
の
歳
入
及
一
般
会
計
よ
り
の
補
充
金
を
以
て
そ
の
歳
出
に
克
つ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 
 

そ
れ
ほ
、
北
海
道
が
国
の
会
計
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
、
地
方
税
と
ま
か
な
う
部
分
と
一
体
と
な
っ
て
運
用
さ
れ
る
の
と
異
な
り
、
独
 
 

立
性
が
明
確
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
海
道
以
上
に
、
管
下
の
市
町
村
の
財
政
基
盤
が
脆
弱
で
、
自
治
体
と
し
て
の
固
有
任
務
を
遂
行
す
る
 
 

（
5
）
 
ぅ
ぇ
に
必
要
な
経
費
を
ま
か
な
う
能
力
が
備
わ
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
自
治
体
業
務
の
主
要
部
分
を
樺
太
庁
が
代
行
し
て
い
た
。
 
 
 

樺
太
に
は
一
般
会
計
か
ら
の
補
充
金
が
明
治
四
十
年
か
ら
昭
和
九
年
ま
で
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
補
充
金
に
対
す
る
依
存
度
は
低
か
っ
 
 

（
6
）
 
 

た
。
補
充
金
が
三
富
十
万
円
と
最
高
額
を
受
け
入
れ
た
昭
和
四
年
度
で
も
、
そ
れ
以
上
の
歳
入
余
剰
金
が
あ
っ
た
。
樺
太
の
財
政
が
森
林
 
 

収
入
を
主
軸
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
北
海
道
が
長
期
間
に
わ
た
り
中
央
か
ら
の
資
金
導
入
及
び
税
制
整
備
に
心
が
け
る
の
と
正
反
 
 

対
で
あ
る
。
大
正
初
期
ま
で
、
漁
業
料
及
漁
業
税
が
樺
太
の
最
大
財
源
で
あ
っ
た
。
 
 

伺
 
新
領
土
と
な
っ
た
地
域
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
外
地
に
対
す
る
統
治
の
基
礎
法
に
つ
い
て
、
大
日
本
帝
国
憲
法
下
で
は
何
ら
成
文
 
 

法
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
定
め
る
通
常
の
立
法
手
続
で
定
立
さ
れ
る
法
域
と
ほ
別
に
、
新
領
域
の
特
殊
 
 

（
7
）
 
 

事
情
に
よ
く
適
合
す
る
よ
う
な
法
律
を
施
行
し
う
る
体
制
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
外
地
に
は
内
地
の
法
律
は
原
則
 
 

と
し
て
施
行
さ
れ
ず
、
法
律
中
の
あ
る
も
の
の
あ
る
外
地
へ
の
施
行
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
法
律
上
一
定
の
方
式
に
従
っ
て
そ
の
法
律
 
 

に
従
っ
て
特
定
の
外
地
に
施
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
租
税
制
度
に
つ
い
て
も
当
然
同
じ
原
 
 

理
が
適
用
さ
れ
た
。
 
 
 

樺
太
は
当
然
外
地
で
あ
り
、
明
治
四
十
年
四
月
一
日
法
律
第
二
五
号
が
、
樺
太
に
関
す
る
法
律
制
度
の
基
本
と
な
っ
た
。
樺
太
に
お
い
 
 

二
〇
九
 
 
 



二
一
〇
 
 

て
、
港
律
を
要
す
る
事
項
で
施
行
す
べ
き
潜
律
が
な
い
か
又
ほ
勅
令
を
も
 

（
8
）
 
 

官
に
は
法
律
に
か
わ
る
べ
き
命
令
を
制
定
す
る
権
限
が
な
く
、
必
ら
ず
新
た
な
法
律
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

租
税
に
つ
い
て
も
、
周
一
税
笹
が
内
地
に
な
い
場
合
、
ま
た
同
一
税
種
が
あ
る
場
合
で
も
課
税
標
準
や
税
率
等
が
内
地
法
と
異
な
る
場
 
 

合
に
は
、
そ
の
法
律
を
施
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
樺
太
二
於
ケ
ル
租
税
上
関
ス
ル
法
律
（
明
治
四
〇
年
法
律
第
二
一
 
 

号
）
や
樺
太
酒
類
出
港
税
法
（
大
正
元
年
法
律
第
一
号
）
等
が
制
定
さ
れ
た
。
 
こ
の
は
か
、
樺
太
二
於
ケ
ル
租
税
二
閑
ス
ル
法
律
の
委
任
 
 

に
基
き
勅
令
で
樺
太
所
得
税
等
の
諸
瀧
令
が
、
ノ
ま
た
周
令
（
の
ち
拓
務
省
令
）
と
t
て
「
樺
太
二
於
ケ
ル
租
税
ノ
種
額
及
課
率
」
が
制
定
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 

㈲
∵
 
「
樺
太
二
於
ケ
ル
租
税
二
関
ス
ル
法
律
」
 
（
明
治
四
十
年
法
律
第
二
一
号
）
に
よ
り
、
樺
太
に
お
い
て
次
の
租
税
が
賦
課
徴
収
さ
れ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

市
街
地
宅
地
税
、
斬
得
税
、
営
業
収
益
税
、
酒
造
税
、
漁
業
税
、
臨
時
利
得
税
、
相
続
税
、
資
本
利
子
税
、
外
貨
債
特
別
税
、
法
人
資
 
 
 

本
瀧
、
北
支
事
件
特
別
税
、
利
益
配
当
税
、
公
債
及
社
債
利
子
税
、
通
行
税
、
入
場
税
、
特
別
入
場
税
、
物
品
税
、
建
築
税
、
遊
興
飲
 
 
 

食
磯
、
特
別
法
人
税
、
馬
券
税
、
広
告
税
、
特
別
行
為
税
 
 

（
9
）
 
 
 

明
治
四
十
年
当
時
の
税
ほ
、
戸
数
割
・
営
業
税
・
雑
囁
税
の
み
で
、
そ
の
後
、
創
設
な
い
し
廃
止
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
 
 
 

樺
太
の
租
税
収
入
の
推
移
は
表
2
5
の
と
お
り
で
あ
り
、
当
初
は
漁
業
税
（
漁
業
権
）
が
ト
ッ
プ
を
占
め
、
そ
の
後
は
、
長
期
に
わ
た
っ
 
 

て
営
業
税
が
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る
。
所
得
税
が
ト
ッ
プ
を
占
め
た
期
間
は
短
か
っ
た
。
 
 
 

内
地
に
あ
り
樺
太
に
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
有
価
証
券
移
転
税
が
あ
る
。
狩
猟
免
許
税
に
代
わ
る
も
の
上
し
て
、
狩
猟
 
 

（
1
0
）
 
 

免
許
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
 



反
対
に
、
樺
太
に
は
地
租
が
施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
市
街
地
宅
地
の
み
に
課
税
さ
れ
る
市
街
地
宅
地
税
が
あ
っ
た
。
市
街
地
宅
 
 

地
税
ほ
、
大
正
十
年
法
律
七
号
を
以
て
同
年
四
月
以
降
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
（
大
正
十
年
棒
大
庁
令
三
十
号
参
照
。
）
、
地
価
（
官
 
 

有
地
の
払
下
価
格
）
を
課
税
標
準
と
し
、
一
級
及
二
級
の
二
本
立
の
税
率
か
ら
成
っ
て
い
る
。
市
街
地
宅
地
税
は
、
町
村
を
し
て
徴
収
せ
 
 

（
n
）
 
 

し
め
た
が
、
税
収
は
少
か
っ
た
 

国
 
昭
和
十
七
年
十
一
月
拓
務
省
の
廃
止
と
同
時
に
樺
太
は
内
務
省
の
所
管
に
移
り
、
昭
和
一
八
年
四
月
一
日
に
内
地
行
政
に
編
入
さ
れ
 
 

た
。
 
 
 

そ
の
際
、
「
税
制
に
つ
い
て
は
急
激
な
負
担
を
来
さ
な
い
よ
う
漸
進
的
に
内
地
行
政
と
の
統
合
を
図
る
こ
と
」
（
「
樺
太
内
地
編
入
に
伴
 
 

（
1
2
）
 
 

ふ
行
財
政
措
置
要
綱
」
措
置
5
）
と
さ
れ
た
が
、
所
得
税
に
と
っ
て
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
樺
太
の
所
得
税
は
、
大
正
九
年
七
月
三
一
日
 
 

公
布
の
所
得
税
法
が
原
型
で
あ
り
、
最
後
ま
で
昭
和
十
五
年
の
所
得
税
大
改
正
が
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
（
樺
太
だ
け
で
な
く
、
各
外
地
と
 
 

も
同
様
で
あ
る
。
）
。
す
な
わ
ち
、
三
種
所
得
税
か
ら
な
る
構
成
が
維
持
さ
れ
、
法
人
税
が
独
立
せ
ず
、
分
類
及
総
合
所
得
税
か
ら
成
る
構
 
 

（
1
3
）
 
成
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

本
州
に
存
在
し
な
い
漁
業
税
及
樺
太
酒
演
出
港
税
に
つ
い
て
は
、
項
を
改
め
る
。
 
 

0
 
漁
業
税
 
 

漁
業
税
は
、
明
治
四
十
年
三
月
勅
令
九
六
号
「
樺
太
漁
業
令
」
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
免
許
料
と
し
て
漁
業
料
を
徴
収
し
た
の
に
始
ま
 
 

る
。
漁
業
料
は
、
大
正
四
～
五
年
頃
ま
で
は
樺
太
の
最
大
財
源
で
あ
り
、
明
治
四
二
年
度
に
ほ
全
歳
入
の
四
二
％
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
 
 

（
1
4
）
 
て
、
大
正
元
年
度
で
も
全
歳
入
の
二
八
％
を
占
め
て
い
た
。
 
 

ニ
ー
一
 
 
 



こ
の
漁
業
税
は
、
大
正
十
一
年
及
昭
和
二
年
の
北
海
道
庁
令
に
よ
る
水
産
税
に
額
似
し
、
さ
ら
に
簡
単
に
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
 
 

方
漁
業
税
と
な
っ
て
か
ら
は
逆
に
、
歳
入
に
占
め
る
地
位
は
低
下
し
た
。
 
 

⇔
 
樺
太
酒
類
出
港
税
 
 

樺
太
で
は
、
明
治
四
十
年
内
務
省
令
十
二
号
に
よ
り
、
営
業
税
の
一
種
と
し
て
酒
類
醸
造
業
者
に
対
す
る
課
税
が
行
わ
れ
て
い
た
。
単
 
 

独
の
酒
造
税
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
十
年
法
律
七
号
に
よ
り
、
棒
大
に
お
け
る
租
税
の
種
目
と
し
て
酒
造
税
が
追
加
さ
 
 

れ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
清
酒
こ
鞠
酒
・
白
酒
・
味
琳
・
焼
酎
・
安
酒
・
酒
精
及
酒
精
含
有
飲
料
の
製
造
者
に
酒
造
税
が
課
せ
 
 

ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
大
正
十
年
前
に
は
酒
造
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
主
要
農
産
物
で
あ
る
酒
類
の
製
造
が
増
加
し
て
き
た
 
 
 

二
一
二
 
 
 

大
正
十
二
年
法
律
第
二
一
号
を
も
っ
て
、
漁
業
料
は
漁
業
税
と
し
て
樺
太
に
お
け
る
租
税
の
種
目
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
大
正
 
 

十
二
年
閣
令
二
号
は
、
免
許
漁
業
の
定
置
漁
業
権
者
に
対
し
、
一
漁
業
権
に
つ
き
宵
円
な
ら
び
に
生
産
価
格
（
二
年
平
均
）
の
五
％
を
課
 
 

（
1
5
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
6
）
 
し
て
い
る
。
大
正
十
四
年
閣
令
四
号
は
、
漁
業
権
に
対
す
る
漁
業
税
を
、
一
漁
業
権
に
つ
き
五
十
円
と
す
る
。
昭
和
二
年
分
か
ら
は
、
免
 
 

許
漁
業
中
の
区
画
漁
業
及
専
用
漁
業
が
次
表
の
区
分
で
課
税
さ
れ
、
し
か
も
課
税
標
準
の
生
産
価
格
を
二
年
平
均
の
漁
獲
価
額
と
し
た
。
 
 



の
に
、
対
処
の
方
法
が
な
く
、
ま
た
、
内
地
産
の
酒
額
と
も
不
公
平
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
正
元
年
法
律
一
号
で
も
っ
て
、
樺
太
酒
類
出
 
 

港
税
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
焼
酎
 
（
酒
造
税
法
上
の
焼
酎
に
同
じ
。
）
 
及
酒
精
・
酒
精
含
有
飲
料
（
酒
精
及
酒
精
含
有
飲
 
 

料
税
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
。
）
を
、
帝
国
内
の
他
の
地
に
移
出
す
る
と
き
に
、
内
地
の
造
石
税
も
同
一
の
税
率
に
よ
り
出
港
税
を
課
し
 
 

た
。
後
に
酒
造
税
法
等
が
樺
太
に
適
用
さ
れ
る
が
、
樺
太
酒
類
出
港
税
法
は
残
さ
れ
た
（
課
税
要
件
に
微
妙
な
差
が
あ
る
。
）
も
の
の
税
 
 

収
は
少
な
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
税
は
、
北
海
道
諸
産
物
出
港
税
と
は
異
な
り
、
酒
税
（
造
石
税
）
の
補
完
税
で
あ
り
、
沖
縄
県
酒
額
出
港
税
と
同
性
格
の
も
の
で
 
 

あ
る
。
た
だ
し
、
樺
太
酒
額
出
港
税
は
樺
太
庁
支
庁
が
徴
収
し
特
別
会
計
に
入
る
の
に
対
し
、
沖
縄
県
酒
類
出
港
税
は
全
国
一
般
会
計
に
 
 

入
っ
て
い
る
。
 
 

飼
 
お
わ
り
に
 
 

樺
太
で
制
定
さ
れ
た
租
税
は
、
経
済
や
社
会
情
勢
を
反
映
し
、
施
行
月
日
が
遅
れ
た
り
、
内
地
の
法
と
内
容
を
異
に
す
る
の
が
多
い
。
 
 

樺
太
の
社
会
経
済
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
と
と
も
に
、
北
海
道
の
租
税
行
政
を
追
い
か
け
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
 
 
 

樺
太
税
制
に
つ
い
て
、
法
文
の
念
査
、
決
算
、
運
用
実
績
等
を
具
体
的
に
検
討
す
れ
ば
、
松
前
藩
と
の
連
り
が
う
す
い
だ
け
に
、
租
税
 
 

国
家
の
発
展
史
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
資
料
の
散
逸
が
惜
し
い
。
 
 
 

（
五
）
注
 
 
 

（
1
）
 
「
海
保
I
」
、
八
九
貢
。
「
南
」
」
六
四
頁
・
一
四
一
頁
 
 
 

（
2
）
 
明
治
八
年
ま
で
の
カ
ラ
フ
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
「
明
治
大
正
財
政
史
」
十
九
巻
九
五
五
～
九
五
入
貢
。
「
明
治
官
制
辞
典
」
一
二
七
頁
。
 
 

ニ
ー
三
 
 
 



二
－
四
 
 

「
海
保
I
」
。
ノ
「
歴
史
I
」
。
「
歴
史
Ⅱ
」
。
 
 

（
3
）
 
「
歴
史
I
」
、
二
一
入
頁
。
 
 

（
4
）
 
「
明
治
大
正
財
政
史
」
十
九
巻
九
六
〇
～
九
六
一
貫
。
 
 

（
5
）
 
「
昭
和
財
政
史
」
十
六
巻
一
入
入
貢
。
 
 

（
6
）
 
「
昭
和
財
政
史
」
十
六
巻
一
入
九
～
一
九
〇
貢
。
 
 

（
7
）
 
条
約
局
第
三
課
「
外
地
法
令
制
度
の
概
要
（
「
外
地
法
制
誌
」
第
二
部
）
」
 
（
以
下
、
「
外
地
法
令
制
度
」
と
い
う
。
）
昭
和
三
二
年
、
四
貢
。
以
 
 
 

下
、
全
体
と
し
て
参
考
文
献
と
し
た
。
 
 

（
8
）
 
「
外
地
法
令
制
度
」
一
七
五
貢
。
 
 

（
9
）
 
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
十
九
巻
九
六
三
～
九
六
四
貢
。
 
 

（
1
0
）
 
「
昭
和
財
政
史
」
第
十
六
巻
二
六
五
頁
。
 
 

（
1
1
）
 
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
十
九
巻
一
〇
二
〇
～
一
〇
二
五
頁
。
「
昭
和
財
政
史
」
第
十
六
巻
二
五
九
～
二
六
三
頁
。
 
 

（
1
2
）
 
「
昭
和
財
政
史
」
第
十
六
巻
三
四
一
～
三
四
三
貢
。
 
 

（
1
3
）
 
「
昭
和
財
政
史
」
第
十
六
巻
二
四
四
貢
。
 
 

（
1
4
）
 
「
昭
和
財
政
史
」
第
十
六
巻
二
六
一
貫
。
 
 

（
1
5
）
 
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
十
九
巻
一
〇
七
二
～
一
〇
七
四
貢
。
S
生
産
価
額
二
千
円
以
下
な
る
と
き
及
0
0
樺
太
二
於
ケ
ル
漁
業
法
施
行
規
則
第
 
 
 

七
粂
ノ
二
第
一
項
第
二
号
に
よ
り
免
許
し
た
る
漁
業
貯
あ
っ
て
は
、
免
許
の
年
よ
り
漁
業
時
期
三
年
を
経
過
せ
ざ
る
と
き
は
、
生
産
価
額
を
課
税
標
 
 

準
と
す
る
漁
業
税
は
課
税
さ
れ
な
い
。
大
正
十
二
年
樺
太
庁
令
一
三
号
第
六
条
参
照
。
 
 

（
1
6
）
 
「
明
治
大
正
財
政
史
」
第
十
九
巻
一
〇
七
四
頁
。
 
 

（
平
成
二
年
六
月
三
日
。
平
成
三
年
一
月
二
七
日
補
正
）
 
 
 


